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会
員
の
皆
様

に
は
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
清
流
会
活
動
に
あ

た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

《
高
校
70
回
生
入
学
式
に
参
列
し
ま
し
た
》

　

新
し
い
制
服
、
真
っ
白
い
体
育
館
シ
ュ

ー
ズ
、
緊
張
し
た
姿
で
入
場
し
て
く
る
新

入
生
、
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
て
起
立

す
る
姿
に
55
年
前
の
自
分
を
思
い
出
し
、

新
入
生
代
表
挨
拶
や
校
歌
斉
唱
の
頃
に
な

る
と
そ
の
姿
に
感
動
し
涙
が
止
ま
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
新
入
生
360
名
の
内
、
女
子

が
約
6
割
を
占
め
て
い
た
こ
と
、
参
列
さ

れ
て
い
る
父
兄
が
新
入
生
の
倍
以
上
（
私

の
見
た
目
で
す
が
）
居
ら
れ
た
こ
と
に
時

代
の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。
本
年
は
学
区

改
編
に
よ
り
加
印
学
区
に
加
え
て
明
石
・

北
播
学
区
が
加
わ
り
、
よ
り
広
い
エ
リ
ア

か
ら
の
生
徒
が
入
学
す
る
初
め
て
の
入
学

式
で
あ
り
、
地
域
の
優
秀
校
と
し
て
ま
す

ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

《「
清
流
」
発
行
50
号
を
記
念
し
カ
ラ
ー
化

し
ま
し
た
》

　

見
や
す
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
清
流
を

目
指
し
数
年
前
か
ら
検
討
し
て
い
ま
し
た

が
、
予
算
や
原
稿
収
集
の
目
途
が
立
ち
今

回
か
ら
カ
ラ
ー
発
行
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

綺
麗
な
紙
面
に
な
り
ま
し
た
の
で
多
く
の

皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
担
当
頂
き
ま
し
た
文
化
委
員
会
の
皆
さ

ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

《
創
立
90
周
年
式
典
・
記
念
事
業
を
盛
会

裏
に
終
了
し
ま
し
た
》

　

昨
年
10
月
25
日
に
実
施
致
し
ま
し
た
記

念
式
典
は
会
場
準
備
か
ら
受
付
、
司
会
進

行
、
ピ
ア
ノ
演
奏
に
至
る
ま
で
全
て
在
校

生
に
運
営
し
て
頂
き
無
駄
の
無
い
素
晴
ら

し
い
式
典
と
な
り
誠
に
感
動
し
ま
し
た
。

記
念
事
業
は
、
校
門
前
ロ
ー
タ
リ
ー
植
栽

の
整
備
、
清
流
館
北
側
空
地
の
舗
装
、
パ

イ
プ
椅
子
360
脚
の
寄
贈
、
記
念
誌
の
発
行
、

新
聞
一
面
広
告
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
の
祝

賀
会
と
全
て
滞
り
な
く
盛
会
裏
に
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
実
行
委
員
と
し
て

ご
苦
労
頂
き
ま
し
た
東
校
関
係
者
の
皆
様

の
能
力
の
高
さ
に
感
激
を
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
告
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

《
本
年
7
月
に
会
員
名
簿
を
発
行
し
ま
す
》

　

個
人
情
報
保
護
が
大
切
な
今
日
、
発
行

す
る
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討
し
『
会
員

間
の
連
絡
先
の
確
保
無
く
し
て
同
窓
会
運

営
は
成
り
立
た
な
い
、
住
所
録
は
生
命
線

で
あ
る
』
と
の
考
え
か
ら
通
し
番
号
を
入

れ
配
布
先
を
明
確
に
す
る
な
ど
管
理
面
を

充
実
し
、
希
望
者
に
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
加
え
よ
り
便
利
で
使
い
や
す
く
し
て
発

行
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
毎
年
、

年
次
同
窓
会
を
開
催
す
る
学
年
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
や
学
術
活
動

に
於
い
て
同
窓
生
と
い
う
だ
け
で
非
常
に

親
切
に
し
て
頂
い
た
と
言
う
こ
と
も
お
聞

き
し
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
保
護
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
上
こ
の
名
簿
を
大
い
に
ご
活

用
い
た
だ
き
、
同
窓
生
間
の
絆
を
深
め
て

頂
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会
費
は「
清

流
」
の
発
行
、
支
部
総
会
・
年
次
同
窓
会

へ
の
お
祝
い
金
、
在
校
生
や
学
校
へ
の
教

育
環
境
整
備
支
援
に
支
出
し
て
い
ま
す
。

無
駄
が
無
い
よ
う
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す

の
で
納
入
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

清
流
会
の
皆

様
に
は
、
平
素

よ
り
格
別
の
ご

支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
昨
年
度
は
、
九
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
式
典
の
挙
行
並
び
に
教
育
環
境

の
整
備
に
対
し
て
、
山
口
会
長
様
を
は
じ

め
清
流
会
会
員
の
方
々
に
は
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
二
期
目

の
指
定
を
受
け
た
文
部
科
学
省
研
究
指
定

の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

事
業
に
つ
い
て
は
、『Challenge The 

W
orld

』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
を
持
ち
、
人
類
の
将
来
に
貢
献

す
る
科
学
者
と
し
て
の
素
養
を
身
に
つ
け

た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
・
来

年
度
で
成
果
を
ま
と
め
、
第
三
期
目
の
申

請
に
向
け
て
の
進
め
方
を
検
討
し
始
め
て

い
ま
す
。

　

4
月
下
旬
に
は
昨
年
に
続
き
、
台
湾
の

国
立
女
子
高
等
学
校
の
研
修
旅
行
団
の
訪

問
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
両
校
の
生

徒
に
よ
る
英
語
で
の
研
究
発
表
や
部
活
動

で
交
流
し
ま
し
た
が
、
先
方
は
次
年
度
以

降
も
来
日
し
て
の
交
流
を
希
望
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
な
が

ら
発
展
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　

今
春
の
大
学
進
学
実
績
で
は
、
過
年
度

卒
業
生
も
含
め
て
、
東
大
一
名
、
京
大
十

七
名
、
阪
大
二
十
六
名
、
神
大
二
十
四
名
、

国
立
大
医
学
部
医
学
科
五
名
等
、
近
年
希

に
見
る
す
ば
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
い
ま

す
。
部
活
動
に
お
い
て
も
、
地
学
部・放
送

部
・
将
棋
部
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の
活
躍
等

輝
か
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
春
入
学
し
た
七
十
回
生
は
、

普
通
科
の
通
学
区
域
が
広
が
っ
て
初
め
て

迎
え
た
生
徒
達
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
明
石
・
北
播
地
区
か
ら
入
学
す

る
生
徒
は
理
数
科
の
十
名
程
で
し
た
が
、

今
年
は
普
通
科
・
理
数
科
を
併
せ
て
六
十

名
を
超
え
ま
し
た
。

　

普
通
科
へ
の
入
学
者
分
が
増
え
た
だ
け

で
は
な
く
、
理
数
科
へ
の
入
学
者
も
十
数

名
に
増
え
て
お
り
、
明
石
・
北
播
に
と
っ

て
よ
り
身
近
な
高
校
と
し
て
認
識
さ
れ
た

も
の
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
校
の
伝
統
を
継
承
・
発

展
さ
せ
る
と
と
も
に
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
一
層
進
め
る
こ
と
で
、
中
学
生
や
そ

の
保
護
者
の
方
に
注
目
さ
れ
る
学
校
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

益
々
の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し

ま
す
と
共
に
、
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
発

展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

発　行
県立加古川中学校
県立加古川東高校
清 流 会

編　集
清流会文化委員会

印　刷
丸山印刷株式会社

  

機
関
誌
「
清
流
」
発
行
50
号
を
迎
え
ま
し
た

清
流
会
会
長
　
山
　
口
　
勝
　
英
（
高
15
回
）  

母
校
の
近
況
ご
報
告

校
　
長
　
安
　
本
　
　
直
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総務委員会　 委員長　鈴木 利信（高31回）
　平成27年清流会新年懇親会は、本年１月９日に恒例の加
古川プラザホテルにて、99名という多くの方にご出席いた
だき盛会に開催できました。
　今回は「コーロ・松の風」の皆様に「サボテンの花」な
ど青春時代の曲をコーラスしていただきました。
　「会員名簿」が７月初旬に発行されます。名簿の発行に
あたり編集作業や協賛広告にご協力いただきました多くの
会員の皆様に厚くお礼申し上げます。

文化委員会　 委員長　岩坂 純一郎（高20回）
　山口会長のリーダーシップのもと本部役員会での協議を
経て紙面のカラー化に取り組みました。課題は経費がどの
程度膨らむのかにありましたが、予算の範囲内に収まり安
堵したところです。
　紙面構成や編集過程でご支援いただいてきた㈲八木凸版
印刷さまには、結果的に心苦しいことになってしまいまし
た。永年お世話なってきましたことにつき歴代の編集長に
なり替わりまして心よりお礼申し上げます。
　今回は、従来の割付を基本的に踏襲しましたが、新鮮な紙
面づくりには新戦力の支援が欠かせません。文化委員会の活
動に加わっていただける会員を心待ちにいたしております。

体育委員会　 委員長　多木 有一（高21回）
　平成26年度において体育委員会では、次の2つの事業を
行いました。
　① 第112回清流ゴルフ大会を平成27年9月11日加古川ゴ

ルフ倶楽部において、51名の参加を得て開催しまし
た。高瀬昌幸氏（高30回）が優勝されました。おめで
とうございます。

　② 第9回清流会グランドゴルフ大会を平成27年1月9日日
岡山公園サッカー場において、新年祝賀会が行われる
日に合わせて開催しました。大西将氏（第9回）が優勝
されました。おめでとうございます。

　平成27年も引き続き2つの事業を行います。
　① 第113回清流ゴルフ大会を平成27年9月10日（木）加古

川ゴルフ倶楽部にて行います。
　② 第10回清流グランドゴルフ大会を平成28年1月8日
（金）に新年祝賀会が行われる日に合わせて開催します。

　私は、今回初めてグランドゴルフに参加しました。成績
の結果は別として皆さんとの交流ができ楽しい時間をすご
しました。思い切って参加したよかったです。
　初参加の皆さんを歓迎しています。多数のご参加をお待
ちしています。これからもご支援ご協力を賜りますようお
願いします。

　各界で活躍されている清流会員で、叙勲、
褒章、表彰などを受章された方々を祝意を
込めて紹介させていただきます。（順不同、
敬称略）
　全ての情報が必ずしも事務局に寄せられ
ているわけではありませんので、ご紹介で
きずに失礼していることがあると思います。
　今後もご紹介を続ける予定ですので、情
報をお寄せ下さるようお願いいたします。
＜2014年春の叙勲＞
瑞宝小綬章　井元　康裕（高12回）
　農林水産行政事務功労
　元経済局統計情報部構造統計課長
　　鹿児島市紫原4丁目17－15
＜2014年秋の叙勲＞
瑞宝重光章　北山　元章（高15回）
　裁判官功労　元福岡高等裁判所長官
　　東京都世田谷区赤堤2－12－13－206
瑞宝小綬章　松本　正義（高14回）
　消防
　　加古川市志方町西飯坂60－1
旭日双光章　田代　芳信（高15回）
　建築設計監理業振興
　　高砂市今市1－5－12
瑞宝小綬章　田口　京平（旧校長）
　教育　
　　加古川市西神吉町岸670－12
瑞宝小綬章　澤田　道春（中16回）
　教育
　　神奈川県川崎市高津区新作1－22－21－207
＜2015年春の褒章＞
藍綬褒章　丸山　靖彦（高10回）
　更生保護
　　加古川市平岡町新在家1059－2
＜2015年春の叙勲＞
瑞宝重光章　大谷　正治（高15回）
　裁判官功労　元大阪高等裁判所判事
　　神戸市東灘区御影中町4－7－19
瑞宝双光章　吉田　久義（中21回）
　労働行政事務
　　加古川市東神吉町出河原602－1

平成27年度清流会総会のご案内
　恒例の総会が近づいてきました。お誘い合わせのうえご出席くださいますよう
ご案内申し上げます。
　日　時　平成27年8月2日（日）　正午～（受付 11：30～）
　会　場　加古川プラザホテル　　  電　話　079-421-8877
　会　費　6,000円
　次　第　総会、演奏会（合唱部）、懇親会（会食・福引）
◎ ご出席の方は同封のハガキで7月23日までにご返信ください。
◎  総会の席で米寿・傘寿・古稀・還暦のお祝いをしております。中18回・高7回・
高17回・高26回の該当の方々はぜにご出席してください。

◎  総会前の10時30分から、支部長懇親連絡会を開催しますのでご出席をお願い
いたします。

清流会からのお知らせとお願い
地域支部総会・職域支部総会・年次会について
　開催されるときは、本部事務局へご連絡をお願いします。会長（代理）がお祝金
をお届けし、母校の近況報告をさせていただきます。
　年次会の開催にあたっては、案内状発送の便宜を図り、年次会員の宛名シール等
を用意いたします（但し有料です。詳しくは事務局まで。）
住所など変更の場合
　住所、氏名などに変更が生じたときは事務局へご連絡ください。
お祝いについて
　１. 還暦・古稀・傘寿・米寿のお祝いはすべて3,000円とします。
　　（但し、総会出席者のみです）
　２. 叙勲・褒章受章は祝電をお送りします。
会員死亡の場合
　全会員を対象に弔電をお送りいたしますので、事務局へお知らせください。
　（香料は差し上げていません）
特別寄付金ご協力のお願い
　同窓会費は在校生の部活動の支援にも使わせていただいています。在校生の活躍
は同窓生にとっても大きな喜びですが、それなりの費用がかかるのもまた現実問題
としてあります。
　年次同窓会での余剰金や慶事記念行事の際などにご寄付いただければ幸いです。

　会員の皆様に年会費納入のお願いをした上に、誠に心苦しいのですが母校支援の
ための特別寄付金（金額はいくらでも結構です）のご協力をお願い申し上げます。
同封の振込用紙をご利用ください。

但陽信用金庫本店営業部　普通5461365
兵庫県立加古川東高等学校清流会特別寄付　会長　山口　勝英

委員会からの報告

叙勲・褒章・表彰のお祝い
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加
古
川
東
高

校
に
は
、
奨
学

金
の
給
付
事
業

を
行
う
公
益
財

団
法
人
青
松
会

が
あ
り
ま
す
。

　

財
団
法
人
青
松
会
は
昭
和
50
年
に
教

育
新
興
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
生
徒
の

就
学
援
助
を
行
い
、
そ
の
心
身
の
健
全

な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事

と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
以
来
、
基
本
財
産
の
運
用
益
と

清
流
会
会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
付
に
よ

り
、
現
在
ま
で
577
名
の
奨
学
生
に
奨
学

金
の
給
付
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
4
月
に
は
、
公
益
財
団
法
人

青
松
会
と
し
て
、
兵
庫
県
よ
り
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
低
金
利
の
現
在
で
は
運

用
益
は
毎
年
必
要
な
就
学
援
助
金
に
満

た
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
清
流
会
会
員
の
皆
様
か
ら
の

寄
付
金
に
よ
り
奨
学
金
の
給
付
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
清
流
会
会
員
の
皆
様
に
「
公

益
財
団
法
人
青
松
会
」
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
加
古
川
東
高
校
の
生
徒
の
輝
く

未
来
の
た
め
に
、
更
な
る
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
寄
附
申
込
書
を
同
封
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
お
一
人
で
も
多
く
の
方
の

ご
寄
附
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

理 事 長
 水埜　安寛（高15）
副理事長
 大庫　俊介（高19）
 岡田　義則（高23）
専務理事
 山田　拓史（高13）
理　　事
 泉　　正紀（高25）
 田中　義人（高37）
 藤本　陽一（高24）
 松本　久美（高31）
 水埜　　浩（高33）
 森本　幸吉（高28）
 吉田　実盛（高32）
 脇谷　政孝（高33）
監　　事
 渋谷　　哲（高18）
 三宅　隆宏（高14）
評 議 員
 石原　浩一（高31）
 籠谷　紘義（高13）
 釜谷　研造（高2）
 土屋　光世（高27）
 十倉　茂明（高9）
 冨田　銕哉（高8）
 福田　博秀（高16）
 宮宅　勇二（高24）
 山口　勝英（高15）
 安本　　直（東高校長）

平成26年度 清流会収支決算書
（平成26年6月1日～平成27年5月31日）

平成27年7月1日

公益財団法人 青松会役員
収入の部　　　　　　　　　　　　決算額－予算額＝マイナスの時▲ 単位：円

科　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要
１．会費等収入 8,698,000 9,632,529 934,529
　　卒業生会費 7,002,000 6,801,000 ▲201,000 3,000円×2,267件
　　在校生会費 1,296,000 1,291,000 ▲5,000
　　特別寄付金 400,000 1,540,529 1,140,529 37件（学校指定寄付含む）
２．雑　収　入 1,500,000 1,696,523 196,523 総会、新年会、利息他
３．前年度繰越 2,573,852 2,573,852 0
合　　計 12,771,852 13,902,904 1,131,052

支出の部　　　　　　　　　　　　決算額－予算額＝マイナスの時▲ 単位：円
科　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

１．事　務　費 1,290,000 1,138,222 ▲151,778
　　事 務 手 当 750,000 626,000 ▲124,000
　　消 耗 品 費 100,000 93,263 ▲6,737 文具、コピー他
　　通　信　費 200,000 193,051 ▲6,949 電話、ハガキ他
　　振込手数料 230,000 215,646 ▲14,354 年会費振込手数料
　　雑　　　費 10,000 10,262 262 残高証明発行手数料
２．会　議　費 160,000 122,932 ▲37,068
　　諸 会 合 費 120,000 111,033 ▲8,967 オール・本部役員会
　　総務委員会費 20,000 6,448 ▲13,552
　　文化委員会費 10,000 5,451 ▲4,549
　　体育委員会費 10,000 0 ▲10,000
３．事　業　費 9,370,000 10,023,927 653,927
　　総会・新年会費 2,000,000 2,031,735 31,735
　　清流発行発送費 4,900,000 4,732,764 ▲167,236
　　会員美術展開催費 350,000 283,737 ▲66,263
　　ゴルフ等開催費 20,000 20,000 0 ゴルフ・グラウンドゴルフ大会
　　支部活動費 800,000 728,000 ▲72,000 支部会、年次会祝い他
　　部活動等助成金 800,000 791,979 ▲8,021 部活動支援
　　奨励表彰費 400,000 324,460 ▲75,540 新入会員記念品、表彰
　　慶　弔　費 100,000 11,252 ▲88,748 お祝い、弔電、餞別等
　　そ　の　他 1,100,000 1,100,000 学校指定寄付（体育館電動スクリーン・清流会館３F音響設備）
４．予　備　費 1,651,852 0 ▲1,651,852
５．周年事業支出 300,000 300,000 0 周年事業支出
合　　計 12,771,852 11,585,081 ▲1,186,771

　収入　13,902,904　　支出　11,585,081　　　　次年度繰越　2,317,823

　　　　　　　周年記念事業等特別会計決算書（平成27年5月31日）  単位：円
項　　　　目 金　　　額 摘　　　　要

前 年 度 繰 越 金 6,770,484
郵便局定額貯金 2,808,000
ゆうちょ銀行総合 1,232,991
三井住友（スーパー定期4口） 2,729,493

一般会計からの繰入金 300,000
9 0 周 年 事 業 残 金 233,542
利　　　　　　　　息 758

合　計（次年度繰越金） 7,304,784
郵便局定額貯金 2,808,000
ゆうちょ銀行総合 1,533,291
三井住友（スーパー定期2口） 2,729,951
一般会計預け金 233,542

　　　　　　　　　　教育助成基金会計報告書（平成27年5月31日） 単位：円
項　　　　目 金　　　額 摘　　　　要

前 年 度 繰 越 金 2,078,035 三井住友（普通）
利 　 　 息 332 （8/18分　166）（2/16分　166）
支 　 　 出 0
合 　 　 計 2,078,367 次年度へ繰越

公
益
財
団
法
人　

　
　

青
松
会
か
ら

　
　
理
事
長
　
水
　
埜
　
安
　
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
15
回
）
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東
京
支
部
で
は
昨
年
11
月
14
日
に
、
合

計
150
周
年
の
記
念
総
会
・
懇
親
会
と
し
て

「
同
窓
生
の
集
い
2014
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

母
校
創
立
90
周
年
、
次
に
東
京
支
部
創
設

50
周
年
、
お
ま
け
に
私
を
含
め
た
役
員
体

制
に
な
っ
て
か
ら
10
周
年
と
、
90
年
＋
50

年
＋
10
年
で
150
周
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

東
京
支
部
の
新
体
制
の
10
年
の
間
に
、
延

べ
2220
名
も
の
同
窓
生
に
集
ま
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
累
計
参
加
者
数
は
、
東
京
支

部
の
全
会
員
数
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
記
念
大
会
で
は
過
去
最

大
の
260
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

東
京
支
部
が
産
声
を
上
げ
た
の
が
昭
和
39

年
。
初
回
の
参
加
者
が
44
名
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。
支
部
活
動
が
こ
こ
ま
で
発
展
出

来
た
の
も
、先
人
の
努
力
や
本
部
の
指
導
、

　

平
成
26
年
度
の
大
阪
清
流
会
総
会
は
、

総
勢
71
名
の
盛
会
で
し
た
。

　

ま
ず
は
憲
法
学
者
と
し
て
ご
活
躍
の
渋

谷
秀
樹
氏
（
高
25
回
）
に
よ
る
「
憲
法
と

は
何
か
」
に
つ
い
て
、
東
高
時
代
の
思
い

出
を
交
え
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
世
の
中

が
激
動
す
る
中
、
じ
っ
く
り
と
憲
法
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
山
口
本
部
会
長
よ
り
九
十
周
年
事

業
に
つ
い
て
お
話
頂
き
、
続
い
て
安
本
校

長
か
ら
、
文
武
に
渡
る
母
校
後
輩
の
活
躍

ぶ
り
が
近
況
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
司
会

の
糟
谷
千
恵
子
さ
ん
、
高
ら
か
に
中
学
校

歌
を
斉
唱
さ
れ
た
最
高
齢
の
伊
藤
良
昭
さ

ん
（
中
19
回
）、そ
し
て
高
校
校
歌
は
、
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
の
杉
原
真
理
子
氏（
高
21
回
）、

バ
リ
ト
ン
歌
手
の
藤
村
匡
人
氏
（
高
35
回
）

な
ど
多
芸
多
才
な
皆
様
に
会
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

奈
良
県
清
流
会
支
部
を
「
わ
か
く
さ
会
」

と
言
っ
て
ま
す
。
嘗
て
、
支
部
が
で
き
た

時
の
奈
良
県
知
事
だ
っ
た
鍵
田
氏
が
奈
良

の
県
色
を
万
葉
に
因
ん
で
と
言
う
触
れ
込

み
で
若
草
色
を
薦
め
た
こ
と
に
拠
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
奈
良
市
の
小
学
校
の
校
舎
や
塵

集
収
の
車
な
ど
も
若
草
色
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
数
は
110
名
。
と
て
も
小
さ

な
支
部
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
名
を
馳

せ
た
天
理
大
柔
道
を
築
い
た
西
村
先
輩
が

発
起
人
と
な
り
、
前
支
部
長
田
中
敏
夫
先

輩
が
廿
数
年
に
わ
っ
た
っ
て
、
家
庭
的
で

和
や
か
な
今
の
会
を
育
て
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
参
加
人
数
が
大
変
少
な
か
っ

た
で
す
。
一
つ
に
は
、
酷
暑
と
土
砂
降
り

雨
と
い
う
気
候
の
所
為
か
体
調
不
良
を
訴

え
る
方
が
多
く
、
ま
た
例
年
は
お
揃
い
で

参
加
さ
れ
る
同
窓
年
度
が
揃
っ
て
休
ま
れ

た
り
、
い
つ
も
会
を
盛
り
上
げ
る
中
学
卒

の
大
先
輩
方
が
お
年
を
理
由
に
次
々
と
欠

席
さ
れ
今
年
は
つ
い
に
お
一
人
も
参
加
を

い
た
だ
け
な
か
っ
た
り
と
、
結
果
と
し
て

今
ま
で
一
番
出
席
の
少
な
い
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
は
初
め
て
プ
ロ
の
歌
手

に
来
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
に
は
と
て
も

喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
東
高
校
卒
業
で

な
い
の
で
す
が
、
加
古
川
出
身
の
歌
手
そ

え
ん
じ
さ
ん
で
す
。
な
つ
か
し
の
歌
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
歌
は
そ
の
時

代
そ
の
も
の
を
背
負
っ
て
い
る
様
で
、
高

校
時
代
に
流
行
っ
た
唄
が
流
れ
る
と
、
一

緒
に
歌
い
だ
す
方
も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

目
は
高
校
時
代
に
帰
っ
て
若
く
輝
い
て
い

そ
し
て
今
の
東
京
支
部
の
会
員
の
ご
支
援

の
お
蔭
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
O
B
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
関
西
か
ら
上
方
講
談
・
旭
堂
南
海
師（
本

名
内
海
浩
明
氏
・
高
35
回
）
に
お
越
し
頂

き
、「
加
古
中
創
立
物
語
、
加
古
川
の
光
姫

と
軍
師
官
兵
衛
」
と
の
演
題
で
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
年
の

東
京
支
部
の
「
同
窓
生
の
集
い
」
は
11
月

13
日
㈮
の
夜
に
市
ヶ
谷
で
開
催
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
O
B
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
は
10
年
前
に
も
登
壇
頂
い
た
杉
尾
秀
哉

氏
（
高
28
回　

T
B
S
テ
レ
ビ
報
道
局
解

説
・
専
門
記
者
室
長
）
に
お
願
い
す
る
予

定
に
し
て
お
り
ま
す
。
会
場
も
昨
年
か
ら

は
従
来
の
倍
の
広
さ
に
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
首
都
圏
の
方
は
勿
論
、
加
古
川
在
住

の
方
も
是
非
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
開

催
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
確
定
し
ま
し
た
ら
年
次

幹
事
の
方
か
ら
正
式
な
ご
案
内
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
東
京
支
部
の
H
P
で
も
案
内

を
掲
載
致
し
ま
す
。

　

で
は
、
今
後
と
も
東
京
支
部
を
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
ピ
ム
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
ッ
テ
ド
会
長
）

た
様
に
見
え
た
の
は
、
私
の
錯
覚
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
母
校
か
ら
安
本
校
長
や
谷
校
内

幹
事
、
そ
し
て
本
部
か
ら
副
会
長
の
ご
参

加
を
賜
り
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●清流会事務局の執務案内●
　清流会事務局は、母校内の清流館３階
にあります。
　古川千恵子さん（高30回）が事務局員
として執務しています。
　執務日は毎週月曜日と木曜日の午前中
です。
TEL：079-421-0373　FAX：079-421-8464
TEL：079-424-2726（緊急時学校）
メールアドレス
kakohigashiseiryukai@topaz.ocn.ne.jp

支
部
長
　
松
井
昭
憲
（
高
30
回
）

●
東
京
支
部

　
　

150
周
年
の
重
み

支
部
長
　
山
本
俊
輔
（
高
25
回
）

●
大
阪
支
部

わ
か
く
さ
会
会
長
　
　
　
　
　
　
　

　
板
倉
白
雨
（
高
18
回
）

●
奈
良
支
部

　

第
32
回
わ
か
く
さ
会
の
報
告

地
域
・
職
域
支
部
だ
よ
り
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平
成
27
年
の
総
会
は
、
2
月
12
日
に
西

明
石
の
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
本

部
よ
り
山
口
会
長
さ
ん
や
安
本
校
長
先
生

に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
中
18
回
生
か
ら

高
49
回
生
ま
で
の
54
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

母
校
の
近
況
報
告
や
中
21
回
生
で
全
国
で

12
名
し
か
い
な
い
地
域
特
産
マ
イ
ス
タ
ー

の
橋
本
正
さ
ん
か
ら
「
清
水
い
ち
ご
誕
生

　

姫
路
清
流
会
平
成
26
年
度
総
会
は
、
2

月
20
日
㈮
18
時
30
分
か
ら
、
姫
路
み
ゆ
き

通
り
の
”お
も
て
な
し
ダ
イ
ニ
ン
グ
福
亭“

に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

清
流
会
本
部
か
ら
山
口
会
長
、
鹿
間
副

会
長
、
母
校
か
ら
安
本
校
長
先
生
、
校
内

幹
事
の
谷
先
生
が
ご
出
席
く
だ
さ
り
、
恩

師
で
は
三
木
英
一
先
生
が
今
回
も
元
気
な

お
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ハ
リ

マ
業
新
聞
社
長
の
柿
本
氏
も
ご
出
席
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
総
勢
36
名
で
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

定
刻
、
会
長
の
大
橋
か
ら
「
私
が
高
校

生
の
頃
は
、
本
日
も
出
席
し
て
く
れ
た
近

藤
良
三
投
手
を
擁
し
て
野
球
が
強
か
っ
た
。

全
校
挙
げ
て
応
援
歌
を
練
習
し
た
が
、
そ

の
歌
詞
に
、
”日
岡
の
山
に
日
は
映
え
て
、

培
う
力
30
年“　
と
歌
っ
た
も
の
だ
が
、
昨

年
10
月
、
母
校
は　
”90
年“　
を
祝
し
て
盛

大
に
記
念
式
典
を
挙
行
さ
れ
た
。
あ
れ
か

ら
60
年
も
経
っ
た
か
と
感
慨
深
い
が
、
そ

の
記
念
式
典
の
主
役
で
あ
ら
れ
た
安
本
校

長
先
生
と
山
口
清
流
会
会
長
の
ご
臨
席
を

い
た
だ
き
、
姫
路
の
総
会
が
で
き
る
の
は

光
栄
で
あ
り
う
れ
し
い
。
い
つ
も
の
親
し

み
深
い
仲
間
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、
今
宵

ひ
と
時
、
お
い
し
い
お
酒
を
い
た
だ
き
、

楽
し
い
語
ら
い
を
し
た
い
。」と
開
会
を
宣

言
し
、「
昨
年
提
起
し
た
姫
路
清
流
会
代
表

の
交
代
に
つ
き
、
高
校
19
回
の
平
田
建
喜

氏
が
お
引
き
受
け
下
さ
る
と
の
内
諾
を
得

て
い
る
」
旨
報
告
し
、
出
席
会
員
か
ら
拍

手
で
歓
迎
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
山
口
清
流
会
会
長
の
ご
挨

拶
、
安
本
校
長
先
生
の
母
校
近
況
ご
報
告

の
後
、
総
会
会
務
（
会
計
等
）
を
報
告
し
、

懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
参
加
者
最
高
齢
の
長
谷
川
三

夫
氏
（
中
学
21
回
）
の
乾
杯
ご
発
声
で
始

ま
り
、
た
ち
ま
ち
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
話

の
輪
が
出
来
て
盛
り
上
が
り
、
途
中
石
見

利
勝
姫
路
市
長
の
飛
び
入
り
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
加
わ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
所
定
の

時
間
が
楽
し
く
過
ぎ
、
次
期
会
長
の
平
田

氏
の
挨
拶
の
の
ち
、
校
歌
斉
唱
、
記
念
撮

影
を
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
26
回
支
部
総
会
を
昨
年
7
月
6
日
㈰

稲
美
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
本
部
か
ら
土

屋
・
鹿
間
両
副
会
長
、
母
校
か
ら
藤
田
事

務
長
と
校
内
幹
事
の
谷
先
生
の
臨
席
を
得

ま
し
た
。

　

第
1
部
は
校
歌
斉
唱
の
あ
と
議
事
で
は

4
議
案
が
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
2

部
の
講
演
は
繁
田
喜
彦（
高
28
）氏
が「
糀

屋
の
仕
事
〜
家
業
を
継
い
で
」に
つ
い
て
、

祖
先
が
タ
イ
ヘ
ン
ナ
想
い
で
家
業
を
続
け

て
き
た
時
代
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ

　

総
会
が
平
成
27
年
2
月
27
日
㈮
午
後
6

時
30
分
よ
り
J
R
神
戸
駅
前
の
天
安
閣
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
は
大
西
淳
滋
郎
副
会
長
、
鹿

間
副
会
長
が
出
席
、
新
任
の
先
生
も
含
め

10
名
参
加
の
支
部
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
の
終
盤
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
参

加
者
全
員
の
一
言
ス
ピ
ー
チ
も
行
わ
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
時
間
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
、
記
念
撮
影

の
後
に
閉
会
し
ま
し
た
。

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
第
3
部
の
親
睦
会

は
井
澤
本
家
（
井
澤
孝
泰
氏
高
22
）
の
お

酒
で
乾
杯
。
総
勢
75
名
が
集
い
、
世
代
を

超
え
て
地
域
の
同
窓
の
絆
が
深
ま
っ
た
こ

と
を
実
感
で
き
た
素
晴
ら
し
い
ひ
と
と
き

で
し
た
。

（
稲
美
支
部
及
び
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

文
化
委
員
会
が
編
集
し
ま
し
た
）

秘
話
」
と
題
し
て
こ
れ
ま
で
の
ご
苦
労
と

技
術
開
発
の
秘
訣
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
夢
に
つ
い
て
も
情

熱
的
に
語
っ
て
い
た
だ
き
、
私
自
身
橋
本

さ
ん
か
ら
一
杯
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
橋
本
さ
ん
か
ら
清
水
い
ち
ご
を
ご

提
供
い
た
だ
き
会
場
は
甘
い
香
り
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
例
年
ど
お
り
の
回
生
を
超
え

た
和
や
か
な
懇
親
と
な
り
、
最
後
に
恒
例

の
中
・
高
の
二
つ
の
校
歌
が
高
ら
か
に
歌

わ
れ
ま
し
た
。

鈴
見
豊
弘
（
高
29
回
）

●
明
石
支
部

大
橋
一
喜
（
高
10
回
）

●
姫
路
支
部

支
部
長
　
松
井
勝
美
（
高
24
回
）

●
神
戸
教
職
員
支
部

支
部
長
　
福
田
恒
夫
（
高
10
回
）

●
稲
美
支
部
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毎
年
開
催
の
中
学
第
18
回
生
同
窓
会
は
、

平
成
26
年
11
月
20
日
㈭
12
時
よ
り
加
古
川

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
に
て
開

催
。
恒
例
の
同
窓
会
資
料
（
名
簿
、
物
故

者
、
消
息
不
明
者
、
近
況
等
々
）
の
配
布
、

写
真
撮
影
、
幹
事
の
挨
拶
の
後
、
歓
談
に

入
っ
た
。

　

本
年
は
、
参
加
常
連
の
多
木
喬
郎
、
北

角
利
之
、
神
吉
尚
、
小
林
弘
明
の
諸
氏
の

体
調
不
良
に
よ
る
欠
席
が
あ
り
誠
に
残
念

な
同
窓
会
で
あ
っ
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
畠 

百
一
氏
の
参
加
に
よ
り
盛
上
が
り
、
話
題

と
云
え
ば
戦
争
の
申
し
子
の
18
回
生
は
、

予
科
練
や
学
徒
動
員
の
思
い
出
を
熱
く
語

り
合
い
、
二
時
間
は
ア
ッ
と
云
う
間
に
過

ぎ
て
い
っ
た
。

　

欠
席
者
の
近
況
報
告
に
は
、
体
調
不
良

が
多
く
、
入
院
中
や
脳
梗
塞
の
知
ら
せ
も

あ
り
、
い
よ
い
よ
後
期
高
齢
者
の
段
階
も

超
え
た
感
を
強
く
覚
え
た
が
、
歳
相
応
の

楽
し
み
方
も
考
え
て
生
活
す
る
術
を
身
に

付
け
る
べ
く
目
標
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
実
感
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
清
流
会
総
会
の

席
上
、
米
寿
の
お
祝
い
が
あ
る
の
で
、
総

会
に
は
是
非
出
席
し
て
戴
き
た
い
と
幹
事

と
し
て
希
望
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
窓
会
出
席
者
は
次
の
通
り
。

　

井
上
邦
典
、
大
國
敏
樹
、
長
山
晋
道
、

神
吉　

稔
、
木
下
正
一
、
河
野
昭
通
、
栗

　

旧
中
19
・
20
回
生
は
、
平
成
26
年
11
月

15
日
、
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
、
ボ
ー
ル

ル
ー
ム
に
お
い
て
同
窓
会
を
開
催
。
司
会

の
藤
原
俊
幸
君
の
言
葉
に
続
き
、
124
名
の

物
故
学
友
に
黙
祷
を
捧
げ
、
乾
杯
の
音
頭

は
前
夜
の
東
京
清
流
会
出
席
の
寺
西
孝
雄

君
。
懇
親
の
宴
で
は
、
母
校
の
創
立
90
周

年
を
祝
う
声
や
、
米
寿
に
近
付
い
た
心
境

な
ど
が
楽
し
く
華
や
か
に
話
し
合
わ
れ
、

途
中
、
詩
の
暗
誦
な
ど
あ
り
、
最
後
は
旧

林
茂
三
、
小
林
和
博
、
近
藤　

巽
、
髙
倉

幸
七
、
畠　

百
一
、
花
榮
雄
幸

　

去
る
10
月
1
日
（
水
）
に
ホ
テ
ル
北
野

プ
ラ
ザ
六
甲
荘
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度

の
清
流
会
県
庁
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
、
名
誉
会
員

で
あ
る
釜
谷
研
造
県
議
、
榎
本
和
夫
県
議
、

清
流
会
本
部
か
ら
は
、
土
屋
光
世
副
会
長
、

鹿
間
聖
副
会
長
、
加
古
川
市
か
ら
は
田
渕

博
之
教
育
長
、
学
校
か
ら
は
安
本
直
校
長
、

鵜
飼
義
人
校
内
幹
事
の
7
名
に
花
を
添
え

て
い
た
だ
き
、
約
40
名
が
集
い
、
楽
し
く

明
る
い
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
庁
支
部
の
会
長
、
副
会
長
の

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
会
長
は
、
高
校
24

回
の
高
井
芳
朗
教
育
長
か
ら
高
校
25
回
の

藤
田
隆
司
土
地
開
発
公
社
理
事
長
に
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
心
温
ま
る
ご
挨
拶
や
安
本
校
長

先
生
か
ら
加
古
川
東
高
校
在
校
生
の
文
武

両
道
の
華
々
し
い
活
躍
に
つ
い
て
ご
報
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
挨
拶
で
は
、
次
期
27
年
度
新
入
生
か

ら
適
用
さ
れ
る
新
通
学
区
域
に
対
す
る
期

待
や
影
響
、
今
年
開
催
さ
れ
る
創
立
90
周

年
記
念
式
典
な
ど
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

同
年
代
の
会
員
が
集
っ
た
各
テ
ー
ブ
ル

で
は
旧
交
を
温
め
た
り
、
仕
事
や
趣
味
、

中
学
校
の
テ
ー
プ
に
合
わ
せ
て
の
合
唱
。

次
回
の
再
開
を
固
く
約
束
し
な
が
ら
散
会
。

出
席
者
は
21
名
。
全
員
に
伊
藤
一
生
君
作

詩
の
音
楽
Ｃ
Ｄ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
欠
席
の
諸
君
か
ら
は
同
窓
の
絆

の
強
さ
と
温
か
さ
の
籠
も
っ
た
近
況
・
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
、
当
日
の
名
簿
資
料
に
添

え
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
な
ど
悲
喜
交
々
の
話
題
で
盛
り
上

が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
時
間
を

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
恒
例
の
参
加
者
全
員
で
校
歌
斉

唱
し
、
同
窓
の
集
ま
り
な
ら
で
は
の
穏
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

清流会
ホームページ
のご案内

清流会では、ホームペ

ージも開設しています。

年次会の案内や報告に

ご利用下さい。

会員のトピックス等も

歓迎いたします。

詳しくは、事務局へ。

Tel：079-241-0373
（月・木の午前中）

kakohigashiseiryukai
@topaz.ocn.co.jp

http://seiryu-kai.jp/

支
部
長
　
藤
田
隆
司
（
高
25
回
）

●
県
庁
支
部

年
次
幹
事
　
神
吉
　
稔

中
18
回

平
成
27
年
は
米
寿
祝

　
藤
原
　
正
明

中
19・20
回
創
立
90
周
年
を
祝
っ
て

年
次
会
だ
よ
り
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わ
れ
わ
れ
は
「
加
古
中
第
21
回
・
加
古

東
高
第
1
回
」
と
並
記
し
て
い
る
珍
し
い

学
年
で
、
今
年
は
11
月
15
日
に
明
石
キ
ャ

ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
16
名
が
集
っ
て

同
窓
会
を
開
い
た
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
前
の
戦
争
の
こ
ろ
、
勉

学
よ
り
も
軍
事
教
練
や
農
家
で
の
勤
労
奉

仕
、
さ
ら
に
は
工
軍
需
工
場
や
尾
上
飛
行

場
で
の
作
業
、
三
木
の
飛
行
場
づ
く
り
な

ど
に
汗
を
流
し
た
。

　

戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
中
学
5
年
で

卒
業
し
た
も
の
と
新
制
高
校
の
3
年
に
進

み
第
1
回
卒
業
生
に
な
っ
た
も
の
と
に
分

か
れ
た
。

　

卒
業
後
は
、
わ
が
国
の
戦
後
復
興
と
高

度
経
済
成
長
の
た
め
に
頑
張
っ
て
き
た
。

　

そ
う
い
う
仲
間
だ
か
ら
、
話
題
の
尽
き

る
こ
と
が
な
い
。
た
だ
加
齢
に
は
抗
え
ず
、

近
年
、
黙
祷
の
瞼
に
浮
か
ぶ
顔
が
増
え
て

き
て
い
る
。

　

戦
後
70
年
。
3
回
生
は
満
州
事
変
に
生

ま
れ
た
戦
中
派
。
昭
和
20
年
旧
中
入
学
〜

終
戦
〜
共
学
と
、
激
動
の
時
を
過
ご
し
た
。

　

現
在
の
閉
塞
感
や
、
捻
金
？
生
活
の
中
、

生
活
不
活
発
病
に
耐
え
て
生
き
て
い
る
。

　

今
は
も
う
老
骨
、
ま
だ
老
春
。「
楽
し
も

う
ぜ
」
の
電
話
が
あ
り
、
今
回
も
元
気
印

が
集
ま
っ
た
。
先
ず
は
集
合
写
真
に
収
ま

り
出
席
証
明
。
会
食
と
同
時
に
昔
の
話
に

花
が
咲
き
、
自
己
紹
介
の
人
の
話
も
聞
か

ば
こ
そ
、
即
刻
、
談
論
風
発
。
こ
れ
こ
そ

同
窓
会
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
席
上
、

男
女
の
詩
吟
の
朗
詠
が
続
い
た
。

　

終
り
に
、
青
春
の
昭
和
を
振
り
返
っ
て
、

「
故
郷
の
空
」
を
静
か
に
一
同
で
唱
和
。

　

老
け
ゆ
く
秋
、
小
雨
の
中
を
駅
頭
に
急

ぐ
姿
を
見
か
け
「
ど
こ
ま
で
時
雨
行
く
秋

ぞ　

振ト
レ

音モ
ロ

寂
し
身
は
悲
し
」（
影
を
慕
い
て

2
番
）
を
口
ず
さ
ん
だ
。

本
年
会
は
11
月
8
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

　

6
回
生
は
昨
年
の
「
傘
寿
の
つ
ど
い
」

に
続
い
て
、
今
年
は
「
半
寿
の
つ
ど
い
」

と
し
て
、
4
月
21
日
に
同
窓
会
を
も
っ
た
。

　

集
ま
っ
た
人
数
は
55
名
。
県
内
在
住
の

者
だ
け
で
な
く
、
遠
く
は
埼
玉
、
東
京
、

横
浜
な
ど
か
ら
、
ま
た
大
津
、
京
都
、
岡

山
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
楽
し
く
交
流

を
深
め
た
。

　

話
題
は
近
況
報
告
は
言
う
ま
で
も
な
い

こ
と
で
あ
る
が
、
や
は
り
高
校
時
代
の
思

い
出
に
及
ぶ
も
の
が
多
か
っ
た
。
古
い
体

育
館
、
講
堂
な
ど
、
自
分
た
ち
が
青
春
の

こ
ろ
過
ご
し
た
学
校
の
た
た
ず
ま
い
が
、

お
た
が
い
の
心
を
熱
く
す
る
の
で
あ
っ
た
。

も
う
61
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時

の
様
子
が
生
き
生
き
と
よ
み
が
え
る
の
で

あ
る
。

　

残
り
の
人
生
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
が
、
同
窓
会
は
晩
年
の
人
生
に
青

春
の
灯
を
と
ぼ
す
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な

っ
た
。
お
た
が
い
に
若
さ
を
取
り
も
ど
し
、

明
日
を
生
き
る
気
力
を
高
め
合
っ
た
ひ
と

と
き
で
も
あ
っ
た
。

今後予定されている
年次会・地域支部の総会など

稲美支部 2015年7月5日 福田恒夫
 稲美町立コミュニティセンター

奈良支部 2015年9月6日 板倉白雨

大阪支部 2015年9月26日 山本俊輔

東京支部 2015年11月13日 松井昭憲

明石支部 2016年2月18日 森本真一

姫路支部 2016年2月19日 平田建喜

県庁支部 　　未　定 藤田隆司

神戸教職員支部 　　未　定 松井勝美

高33回 2015年7月11日 
 加古川プラザホテル

高37回 2015年8月15日 
 加古川プラザホテル

高14回 2015年9月27日

中21高20 2015年11月5日 伊藤良昭
 グリーンヒルホテル明石

高３回 2015年11月8日

※ 掲載もれがありましたらお許しください。なお、
次号編集のためにも総会等を開催されましたら、
原稿と当日の写真を事務局まで送付くださるよう
お願いいたします。

代
表
世
話
人
　
金
川
　
俊
成

中
21・高
1
回

26
年
度
同
窓
会

年
次
幹
事
　
畑
谷
　

一

高
3
回

思
え
ば
遠
し

（
燦
三
会
）

　
前
田
　
功

高
6
回

半
寿
の
つ
ど
い
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平
成
27
年
1
月
3
日
（
土
）
17
時
〜
19

時
に
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
2
F
に
て
、

長
田
進
一
先
生
、
茨
木
信
行
先
生
を
お
迎

え
し
て
総
勢
105
名
で
第
6
回
加
古
川
東
高

25
回
生
還
暦
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
同
窓
会
は
60
歳
の
節
目
と
し
て

65
歳
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
封
印
し

た
カ
プ
セ
ル
の
製
作
と
ワ
ク
ワ
ク
、
ど
き

ど
き
を
体
感
し
て
貰
う
為
に
全
員
参
加
型

の
同
窓
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

沖
縄
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
癒
し
系
生
演
奏
、

全
員
参
加
の
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
（
沖
縄
踊
り
）、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
（
商
品
付
）、42
年
の
時

空
を
超
え
て
再
現
し
た
修
学
旅
行
及
び
文

化
祭
出
展
作
品
「
青
春
の
詩
」
の
ビ
デ
オ

上
映
を
行
い
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

5
月
3
日
、
6
名
の
恩
師
を
含
む
88
名

が
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
集
い
、
28
回

生
同
窓
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

学
卒
業
10
年
目
に
第
一
回
の
学
年
同
窓
会

を
開
い
て
以
来
、
地
元
の
メ
ン
バ
ー
が
世

話
役
の
中
心
に
な
り
、
5
年
に
一
度
、
定

期
的
に
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
6
回
目

を
数
え
ま
す
。

　

生
徒
会
長
を
務
め
て
く
れ
た
森
本
君
の

挨
拶
を
皮
切
り
に
、
元
音
楽
教
諭
杉
原
さ

ん
の
指
揮
に
よ
る
校
歌
斉
唱
、
恩
師
の
先

生
方
の
力
強
い
（
叱
咤
）
激
励
、
ク
ラ
ス

　

昭
和
32
年
の
卒
業
以
来
、
も
う
8
回
に

な
る
同
窓
会
だ
。
今
回
は
『
舞
子
ヴ
ィ
ラ
』

が
会
場
。
毎
回
出
席
者
は
少
な
く
な
る
が
、

71
名
の
参
加
だ
。
明
る
い
窓
の
外
に
は
明

石
海
峡
大
橋
が
美
し
い
ア
ー
チ
を
描
い
て

い
た
。
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
記
念

写
真
。
9
回
生
は
、
こ
の
ほ
か
に
毎
初
春

に
有
志
新
春
会
を
開
催
し
て
い
る
50
名
ぐ

ら
い
の
参
加
で
、
こ
の
会
は
13
年
連
続
だ
。

我
々
の
時
代
は
男
女
別
々
の
ク
ラ
ス
編
成
、

修
学
旅
行
も
男
女
が
1
日
違
い
で
出
発
、

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、

集
ま
る
と
全
員
が
《
遠
い
日
の
春
愁
の
記

憶
》
を
取
り
戻
せ
る
、
た
ま
ら
な
く
懐
か

し
い
1
日
に
な
る
。
3
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
る
。
2
次
会
へ
の
参
加
も
多

い
。
次
回
は
3
年
後
、
開
催
当
番
は
加
古

　

高
校
8
回
生
は
、平
成
26
年
6
月
に「
喜

寿
の
同
窓
会
」
と
称
し
て
一
泊
旅
行
を
実

施
し
た
。
行
く
先
は
、
但
馬
方
面
。
神
鍋

高
原
の
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
を
拠
点
に
、

但
馬
の
名
所
を
め
ぐ
る
旅
行
で
あ
る
。
ホ

テ
ル
差
し
回
し
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
バ
ス
で

の
但
馬
探
訪
で
あ
る
。
参
加
者
は
男
性
12

名
、
女
性
11
名
。

　

ま
ず
第
一
日
目
、
昼
食
は
但
馬
名
物
の

む
ぎ
ト
ロ
定
食
。
火
山
活
動
の
名
残
り
風

穴
洞
に
ち
な
ん
だ
風
穴
庵
で
の
食
事
、
橡

も
ち
や
山
菜
を
添
え
た
但
馬
な
ら
で
は
の

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
の
見
学
先
は

但
馬
大
仏
。
そ
の
大
き
さ
に
感
動
。
そ
の

後
鳥
取
砂
丘
に
あ
る
砂
の
博
物
館
を
訪
問
。

見
事
な
砂
の
芸
術
の
す
ば
ら
し
さ
に
圧
倒

さ
れ
る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
ロ
シ
ア
、
歴

史
と
文
化
を
見
事
に
表
現
し
た
巨
大
な
砂

像
は
い
つ
ま
で
も
心
に
残
り
そ
う
で
あ
る
。

夜
は
盛
大
な
宴
会
の
あ
と
神
鍋
高
原
の
夜

を
彩
る
源
氏
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
鑑
賞
、
そ

の
後
ホ
テ
ル
で
二
次
会
、
カ
ラ
オ
ケ
で
夜

の
更
け
る
の
も
忘
れ
る
。
二
日
目
は
、
香

住
海
岸
の
奇
岩
を
遊
覧
船
で
探
訪
、
但
馬

の
銘
酒
「
香
住
鶴
」
の
工
場
見
学
、
昼
食

は
ホ
テ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
、
午
後
は
雄

大
な
「
猿
尾
滝
」
を
訪
ね
る
。
日
本
滝
百

選
に
選
ば
れ
て
い
る
名
勝
で
あ
る
。
最
後

の
訪
問
地
は
瀞
川
平
に
あ
る
癒
し
の
森
、

「
但
馬
高
原
植
物
園
」
で
あ
る
。自
生
植
物

二
千
種
。

　

樹
齢
千
年
の
大
カ
ツ
ラ
と
大
湧
水
に
し

中
だ
。　
”青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
で

は
な
く
、
心
の
持
ち
か
た
を
言
う
。
年
を

重
ね
た
だ
け
で
は
人
は
老
い
な
い
。
理
想

を
失
う
と
き
初
め
て
老
い
る
。“
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
言
葉
だ
。

毎
の
自
己
紹
介
、
近
況
報
告
と
時
間
は
飛

ぶ
よ
う
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。全
国
津
々

浦
々
か
ら
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
集
い
、
三

次
会
ま
で
笑
い
あ
り
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
シ
ビ

ア
な
世
の
中
談
義
、
健
康
談
義
あ
り
で
会

話
が
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

毎
回
○
十
年
ぶ
り
〜
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
再

会
が
あ
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

　

満
60
才
を
迎
え
る
年
の
8
月
の
本
部
総

会
、
明
け
て
1
月
の
還
暦
同
窓
会
で
の
再

会
を
誓
い
、
お
互
い
の
健
康
を
祈
念
し
つ

つ
散
会
し
ま
し
た
。
次
回
は
「
目
指
せ
、

100
越
え
！！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ま
た
幹

事
一
同
、
知
恵
を
絞
り
ま
す
。

ば
し
の
時
を
忘
れ
る
。
こ
う
し
て
但
馬
の

自
然
や
文
化
を
満
喫
し
た
喜
寿
の
同
窓
会

で
あ
っ
た
。

　
大
谷
　
嘉
信

高
25
回

還
暦
同
窓
会

　
芦
田
　
美
佐
子

高
28
回

６
回
目
の
同
窓
会

代
表
幹
事
　
十
倉
　
茂
明

高
9
回
後
期
高
齢
者
に
な
っ
た
9
回
生

年
次
幹
事
　
前
田
　
正

高
8
回

喜
寿
の
同
窓
会
を
開
催

満
喫
し
た
但
馬
探
訪
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私
た
ち
30
回
生
は
3
回
目
の

同
窓
会
を
1
月
3
日
㈯
18
時
半

か
ら
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。
黒
田
先
生
、

藤
尾
先
生
、
市
川
先
生
、
吉
田

先
生
、
4
名
の
先
生
に
ご
参
加

い
た
だ
き
総
勢
112
名
と
な
り
ま

し
た
。
前
回
ま
で
は
3
年
生
の

ク
ラ
ス
毎
の
座
席
だ
っ
た
の
で

す
が
、
男
子
ク
ラ
ス
か
ら
女
子

が
い
な
い
と
寂
し
い
と
の
声
が

あ
っ
た
そ
う
で
、
今
回
は
受
付

で
く
じ
を
引
い
て
の
座
席
と
な

り
、
お
じ
さ
ん
だ
け
の
テ
ー
ブ

ル
は
な
く
お
ば
さ
ん
も
混
ざ
っ

て
楽
し
く
談
笑
で
き
た
よ
う
で

す
。

　

催
し
に
丸
山
浩
之
さ
ん
（
高

橋
竹
仙
氏
）
の
津
軽
三
味
線
と

玉
野
ま
す
み
さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ

の
コ
ラ
ボ
、
素
敵
な
演
奏
で
華

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
5
年
後
の
還
暦
と
な
る

年
に
開
催
を
約
束
し
て
お
開
き

に
。

　

150
名
参
加
を
目
指
し
盛
大
に

行
う
予
定
だ
そ
う
で
す
の
で
、

30
回
生
の
皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
ね
。

　

「
同
窓
会
っ
て
ほ
ん
と
、

楽
し
い
！
も
っ
と
、
早
く

や
れ
ば
よ
か
っ
た
ね
。」

　

今
年
1
月
4
日
に
加
古

川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
43
回

生
の
初
め
て
の
同
窓
会
を

開
き
ま
し
た
。河
田
先
生
、

窪
田
先
生
、
藤
原
先
生
、

丸
山
先
生
、
山
口
先
生
と

166
名
の
生
徒
が
出
席
。
最

初
は
緊
張
し
た
雰
囲
気
で

し
た
が
、
す
ぐ
に
24
年
前

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
に
、
昔
話
に
花

が
さ
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
は
、
幹
事
代
表

の
乾
杯
に
始
ま
り
、
恩
師

の
お
言
葉
、
写
真
撮
影
と

す
ぐ
2
時
間
が
過
ぎ
ま
し

た
。
2
次
会
に
は
松
中
先

生
も
駆
け
つ
け
、
112
名
が

出
席
。
3
次
会
も
50
名
以

上
が
参
加
と
い
う
盛
り
上

が
り
よ
う
で
し
た
。

　

同
窓
会
後
も
、
加
古
川
、

大
阪
、
東
京
の
各
地
で
プ

チ
同
窓
会
を
開
催
。
ま
た
、

Facebook

の
グ
ル
ー
プ

（http

：//on. fb.m
e/

1Ejcq9Y

）
で
も
近
況
を

報
告
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

43
回
生
は
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！

年会費納入のお願い
　清流会の事業は会員の皆様からの年会費でまかなわれています。近年は会費納入者が逓減化の傾向にありま
す。在校生の支援や同窓生の交流事業を進めるために年会費3,000円の納入をお願いいたします。納入期限は平
成28年5月31日になっておりますが、早期の納入にご協力を重ねてお願いいたします。
　納入に際しては同封の振込用紙（コンビニ、郵便局、但陽信用金庫）をご利用ください。手続きが初回のみ
で済み、毎年窓口で振り込む手間が不要になる但陽信用金庫の「定額自動送金サービス」を利用して納入する
こともできますのでご利用ください。

　
古
川
　
千
恵
子

高
30
回

3
回
目
の
同
窓
会

　
松
村
　
正
夫

高
43
回

初
め
て
の
同
窓
会
！
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「
次
の
世
代
に
」 

 

杉
尾　

秀
哉
（
高
28
回
）

　

日
本
の
急
速
な
人
口
減
少
が
止
ま
ら
な

い
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば
、
2060
年
に
日
本
の

総
人
口
は
今
の
2
／
3
に
、
2100
年
に
は
1

／
3
に
ま
で
減
少
す
る
。

　

一
方
で
、
日
本
の
借
金
は
1000
兆
円
を
超

え
、
先
進
国
の
中
で
は
圧
倒
的
に
最
悪
だ
。

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
れ
ば
い
つ
か
は
破
綻

し
か
ね
な
い
。

　

こ
う
し
た
超
少
子
高
齢
化
社
会
を
象
徴

す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
最
近
、
国
と
地
方
自
治

体
を
震
撼
さ
せ
た
。
2040
年
に
は
全
国
1800
自

治
体
の
半
分
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
、

と
い
う
の
だ
。
東
高
の
通
学
区
域
で
も
、

例
え
ば
稲
美
町
は
こ
の
「
消
滅
可
能
性
都

市
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。
2040
年
と
言
え
ば

わ
ず
か
四
半
世
紀
後
。
現
在
の
高
校
三
年

生
が
43
歳
の
働
き
盛
り
の
頃
に
な
る
。

　

こ
う
い
う
風
に
書
け
ば
日
本
は
「
お
先

真
っ
暗
」
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ

な
い
。

　

だ
が
、
日
本
は
「
世
界
の
課
題
先
進
国
」

だ
と
い
う
識
者
が
い
る
。
東
京
大
学
の
前

総
長
の
小
宮
山
宏
さ
ん
。
小
宮
山
さ
ん
に

よ
れ
ば
、
日
本
は
戦
後
様
々
な
問
題
を
突

き
付
け
ら
れ
解
決
し
て
き
た
「
課
題
解
決

力
」
の
あ
る
国
だ
と
い
う
。

　

今
年
は
戦
後
70
年
。
日
本
は
あ
の
焼
け

野
原
か
ら
奇
跡
の
復
興
を
果
た
し
た
が
、

そ
の
一
方
で
悲
惨
な
公
害
問
題
が
起
き
た
。

そ
こ
か
ら
環
境
技
術
を
磨
き
、
こ
の
分
野

で
日
本
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
だ
。

次
い
で
や
っ
て
来
た
の
が
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
。
日
本
は
資
源
が
な
い
か
ら
ダ
メ
に
な

る
と
言
わ
れ
た
が
、
今
や
省
エ
ネ
の
分
野

で
も
最
先
端
を
走
る
。
そ
し
て
現
在
突
き

付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
「
老
人
大
国
」
と

い
う
課
題
。
世
界
中
で
高
齢
化
が
進
む
中
、

日
本
が
他
国
に
先
駆
け
て
先
に
こ
の
課
題

を
克
服
し
て
し
ま
え
ば
、
日
本
の
将
来
は

決
し
て
暗
く
な
い
。

　

そ
れ
を
担
う
の
が
今
の
高
校
生
た
ち
若

い
世
代
で
あ
る
。
確
か
に
難
問
で
は
あ
る

が
、
日
本
は
個
の
力
を
強
め
て
克
服
す
る

し
か
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
教
育
は
何
よ

り
重
要
だ
。
今
か
ら
50
年
、
100
年
先
を
見

据
え
て
、
彼
ら
「
次
の
世
代
」
が
こ
の
国

に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な

社
会
に
す
る
た
め
に
、
我
々
現
役
世
代
の

覚
悟
と
知
恵
が
問
わ
れ
て
い
る
。

（
T
B
S
テ
レ
ビ
解
説
室
長
）

　

卒
業
し
て
初
め
て
の
同
窓
会
が
、
昨
夏

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
10
日
㈰
、
台
風
が
播
州
を
直
撃
し

た
一
日
。
こ
ん
な
嵐
の
日
に
果
た
し
て
会

場
に
集
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
朝
か
ら

皆
が
同
窓
会
に
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

交
通
手
段
を
絶
た
れ
た
人
か
ら
の
欠
席

や
遅
刻
の
連
絡
が
相
次
ぐ
中
、
代
表
幹
事

の
大
森
君
か
ら
開
始
を
30
分
遅
ら
せ
る
と

の
ス
ピ
ー
チ
。
そ
し
て
、
当
時
の
音
楽
・

卒
業
ア
ル
バ
ム
の
映
像
と
と
も
に
開
会
！

　

乾
杯
の
挨
拶
に
間
に
合
っ
た
3
年
1
組

出
席
番
号
1
番
の
磯
野
君
は
、
消
防
士
と

し
て
直
前
ま
で
防
災
任
務
を
遂
行
。
や
っ

と
電
車
が
動
き
は
じ
め
、
大
幅
に
遅
れ
て

か
け
つ
け
て
く
れ
た
同
級
生
や
恩
師
。
開

始
か
ら
様
々
な
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

12
名
の
先
生
方
を
含
め
、
総
勢
150
名
が

再
会
し
、
た
く
さ
ん
の
笑
い
声
が
充
ち
る

会
場
で
心
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

3
年
時
か
ら
1
年
時
ク
ラ
ス
席
へ
の
移

動
で
、
ま
た
大
歓
声
！
あ
え
て
1
年
時
の

ク
ラ
ス
名
簿
を
出
さ
ず
、
記
憶
と
言
葉
掛

け
を
頼
り
に
席
替
え
を
す
る
企
画
で
し
た
。

　

最
後
の
集
合
写
真
は
、
皆
が
肩
を
寄
せ

て
笑
っ
た
、
最
高
の
記
念
品
で
す
！

　

個
人
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
担
任
の

福
永
先
生
の
示
唆
に
充
ち
た
一
言
の
御
蔭

で
進
路
が
広
が
り
、
今
の
自
分
の
仕
事
に

繋
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
礼
を
20
年
を

経
て
よ
う
や
く
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き

幸
せ
で
し
た
。

　

満
ち
足
り
た
笑
顔
溢
れ
る
同
窓
の

　

集
い
し
夜
に
満
月
浮
か
ぶ　
　

（
恵
）

　

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
加
え
、

妹
の
友
人
と
も
仲
良
く
な
れ

た
高
校
時
代
。
卒
業
20
年
で

の
同
窓
会
で
は
、
妹
を
通
じ

て
幹
事
さ
ん
た
ち
の
熱
意
を

身
近
に
感
じ
、
感
動
！
双
子

っ
て
得
だ
な
ぁ
と
実
感
し
ま

し
た
。

　

台
風
の
中
、
会
場
に
は
久

し
ぶ
り
の
同
級
生
や
恩
師
の

笑
顔
。
食
事
を
取
る
こ
と
よ

り
も
話
す
こ
と
に
夢
中
の
人
、

多
数
。
懐
か
し
の
校
歌
斉
唱
。

時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
ひ

と
時
で
し
た
。
か
つ
て
の
生

徒
も
先
生
も
、
み
ん
な
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
を
が
ん
ば
っ
て

い
る
。
そ
う
考
え
る
だ
け
で

元
気
に
な
れ
ま
す
。
感
謝
。

親
し
み
和
す
る
心
一
つ
に
、

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
！

　

は
た
と
せ
の

　

様
々
背
負
っ
た
声
か
さ
ね

　

校
歌
は
響
く

　

風
つ
よ
き
日
に 

（
悦
）

次の年次会から本会に寄付をいた

だきました。

特記して感謝申しあげます。

高47回より   ３６，５２９円

会
員
だ
よ
り

ク
ラ
ス
幹
事
　
長
谷
川
（
田
口
）
恵
子

一
般
参
加
　
畑
（
田
口
）
悦
子

高
47
回
卒
業
20
年　

心
繋
が
る
同
窓
会
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第50号

　
寺
家
町
商
店
街
の
今
昔
と
今
後 

池
澤　

文
隆
（
高
33
回
）

　

清
流
50
号
の
発
行
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き

号
へ
の
寄
稿
の
機
会
を
頂
い
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

　

今
回
頂
い
た
お
題
は
「
商
店
街
の
今
と

今
後
」
に
関
連
し
て
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
私
の
店
の
あ
る
寺
家
町
商
店
街
の
こ

と
を
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

旧
西
国
街
道
上
に
あ
る
寺
家
町
商
店
街
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
荘
園
時
代
に
ま
で
遡

り
、
江
戸
時
代
に
は
「
加
古
川
宿
」
と
呼

ば
れ
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
明

治
32
年
に
ニ
ッ
ケ
加
古
川
工
場
が
出
来
、

商
店
街
は
女
工
さ
ん
た
ち
で
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
ニ
ッ
ケ
加
古

川
工
場
の
閉
鎖
や
相
次
ぐ
大
型
店
の
進
出

な
ど
、
商
店
街
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　「
深
層
に
こ
そ
、
真
相
が
あ
る
」 

小
西　

美
穂
（
高
40
回
）

　

現
在
、
私
は
B
S
日
テ
レ
の
「
深
層
N

E
W
S
」（
月
〜
金
、
夜
10
時
）
で
キ
ャ
ス

タ
ー
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。
1
時
間
1
テ

ー
マ
の
生
放
送
。
時
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を

ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
て
、
政
治
、
経
済
か

ら
暮
ら
し
ま
で
、
今
の
テ
ー
マ
を
深
く
掘

り
下
げ
る
報
道
番
組
で
す
。

　

番
組
は
2013
年
秋
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
ゲ
ス
ト
に
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
、
石

原
慎
太
郎
氏
、
宇
宙
飛
行
士
の
山
崎
直
子

さ
ん
、
巨
人
軍
原
辰
徳
監
督
、
歌
舞
伎
俳

優
の
松
本
幸
四
郎
さ
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
政
治
家
や
著
名
人
、
有
識
者
を
お
迎
え

し
て
き
ま
し
た
。
4
月
末
で
の
べ
747
人
に

も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
私
は
23
年
間
、
報

道
記
者
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
前
線
で

活
躍
す
る
方
々
に
毎
晩
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

き
る
の
は
、
記
者
と
し
て
の
醍
醐
味
で
す
。

緊
張
の
連
続
で
す
が
、
と
て
も
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
多
種
多
様
で
す
。
こ
と
し
は

戦
後
70
年
の
節
目
で
も
あ
り
、
歴
史
問
題

や
中
国
、
韓
国
と
の
外
交
問
題
を
積
極
的

に
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
国
会
の
最
大

の
テ
ー
マ
で
あ
る
安
全
保
障
法
制
も
数
多

く
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
と
き
に
与
野
党
の

議
員
で
口
角
泡
飛
ば
す
議
論
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
（
司
会
の
私
は
ハ
ラ
ハ
ラ
し

て
し
ま
い
ま
す
が
…
）。

　

討
論
番
組
の
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
感
じ

る
の
は
、
い
ま
、
視
聴
者
の
み
な
さ
ん
が

欲
し
が
っ
て
い
る
の
は
「
ニ
ュ
ー
ス
の
判

断
材
料
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。　
”イ
エ

ス
か
ノ
ー
か
“
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
に
も

属
さ
な
い
多
様
な
意
見
が
あ
っ
て
い
い
。

ひ
と
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
、
本
当
に
そ
う
な

の
か
、
別
の
視
点
か
ら
み
る
と
ど
う
な
の

か
、
で
き
る
か
ぎ
り
多
く
の
角
度
か
ら
論

点
を
明
ら
か
に
し
、
視
聴
者
に
判
断
材
料

を
提
供
す
る
こ
と
が
、
自
分
の
与
え
ら
れ

た
使
命
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

難
解
な
テ
ー
マ
が
多
い
の
で
、
わ
か
り

や
す
く
議
論
を
仕
切
る
の
も
、
司
会
者
で

あ
る
私
の
重
要
な
役
割
で
す
。
限
ら
れ
た

時
間
内
で
、
論
点
整
理
し
て
仕
切
る
に
は
、

私
自
身
の
勉
強
が
不
可
欠
で
す
。
毎
日
ゲ

ス
ト
の
著
書
や
資
料
を
読
み
込
み
、
取
材

し
て
番
組
に
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
で
も
情

報
を
「
得
る
」
だ
け
で
は
だ
め
で
、
す
ぐ

に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
ど
う
い

う
意
味
を
も
ち
、
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
し

そ
う
な
の
か
、
記
事
を
頭
に
入
れ
て
か
ら

再
度
考
え
て
み
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
情
報
は
身
に
つ
い
て
い

く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
24
時
間
、
ニ
ュ
ー

ス
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
、
の
日
々
の
連
続
で

す
。

　

最
後
に
、
私
な
り
の
「
聞
く
力
」
と
は
。

い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、「
相
手
の
目

を
見
る
こ
と
」
で
す
。

　

「
あ
な
た
の
話
を
き
ち
ん
と
き
い
て
い

ま
す
よ
」
と
私
が
意
思
表
示
を
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

準
備
し
た
メ
モ
や
段
取
り
に
頼
り
た
く
な

る
の
を
ぐ
っ
と
が
ま
ん
。
ゲ
ス
ト
の
目
を

み
て
、
う
な
ず
き
、
向
き
合
う
姿
勢
を
と

る
。
目
か
ら
心
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
く

ぐ
ら
い
の
気
持
ち
で
す
。

　

上
手
く
で
き
た
！
と
い
う
回
は
放
送
終

了
後
、
な
ぜ
か
す
ご
く
お
腹
が
空
い
て
い

ま
す
。

（
日
本
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
）

か
ら
店
舗
数
が
激
減
し
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
賑
わ
い
を
知
る
人
は
今
の
商

店
街
を
非
常
に
寂
し
く
感
じ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

更
に
「
寺
家
町
周
辺
地
区
防
災
街
区
整

備
事
業
」
と
し
て
駅
前
に
17
階
建
の
マ
ン

シ
ョ
ン
等
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
新

た
な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
ニ
ッ
ケ
加
古
川
工
場
跡
に
新

加
古
川
市
民
病
院
も
建
設
中
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
変
化
を
機
に
街
に
良
い
流
れ
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
寺
家
町
商
店
街
で
は
地
域

に
根
ざ
し
た
商
店
街
と
し
て
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
街
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
か
ら
始
ま
っ
た

年
末
の
「
せ
い
も
ん
払
い
」
は
現
在
も
続

い
て
お
り
、
大
阪
万
博
の
年
か
ら
始
ま
っ

た
土
曜
夜
市
は
今
年
で
第
46
回
目
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
地
元
出
身
の
リ
ー
ダ
ー
が

主
宰
す
る
ジ
ャ
ズ
の
フ
ル
バ
ン
ド
や
地
元

グ
ル
ー
プ
が
夏
の
夜
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
去
年
の
「
せ
い
も
ん

払
い
」
で
は
東
高
出
身
で
神
戸
大
学
の
チ

ン
ド
ン
サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
後
輩
が
商

店
街
を
大
い
に
賑
わ
せ
、
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
繋
が
り
こ
そ
が
商

店
街
の
魅
力
で
あ
り
、
地
域
を
繋
ぐ
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
商
店
街
の
使
命
だ
と
思

い
ま
す
。　

新
し
い
も
の
に
は
な
い
魅
力
、

「
懐
か
し
い
」、「
ほ
っ
と
す
る
」
そ
ん
な

穏
や
か
で
や
さ
し
い
空
気
が
商
店
街
に
は

あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

実
は
小
生
、
今
年
4
月
に
発
売
さ
れ
た

「
か
こ
・
ス
タ
イ
ル
2
」
と
い
う
「
加
古

川
本
」
の
取
材
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

て
、
商
店
街
の
こ
と
、
寺
家
町
の
こ
と
を

書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
最
近
は
少
し
さ

ぼ
り
気
味
で
す
が
「
加
古
川
写
真
散
歩
」

と
い
う
ブ
ロ
グ
で
も
わ
が
町
加
古
川
の
身

近
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
無
い

も
の
を
望
む
の
で
は
な
く
、
今
あ
る
も
の

に
光
を
あ
て
、
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
光
が
あ
た
り
さ
え
す
れ
ば
キ
ラ
ツ
と

光
る
素
敵
な
も
の
が
加
古
川
に
は
た
く
さ

ん
あ
る
ん
で
す
！

　

普
段
は
少
し
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

寺
家
町
商
店
街
で
す
が
土
曜
夜
市
の
日
に

は
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
す
！
す
っ
か
り

夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
寺
家
町
屋
台
村
コ

ン
サ
ー
ト
J
J
F
2
0
1
5

（
J
i
k
e
m
a
c
h
i 

J
a
z
z 

F
e
s
t
i
v
a
l 

2
0
1
5
）
に
是

非
お
出
掛
け
下
さ
い
。
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽

し
い
で
す
よ
！
缶
ビ
ー
ル
片
手
に
ス
ウ
ィ

ン
グ
、
S
W
I
N
G
！
！

（
有
限
会
社　

ラ
イ
オ
ン
屋
本
店
）



清　　　　　　流平成27年７月１日

（12）

第50号

　
日
々
生
徒
と
額
に
汗
し
た
素
晴
ら
し
い
十
年 

川
勝　

和
哉
（
高
34
回
）

　

加
古
川
東
高
校
に
赴
任
し
た
11
年
前
、

正
門
の
前
で
身
震
い
し
た
こ
と
を
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。
私
が
勤
務
し
た
時
期
は
、

S
S
H
指
定
や
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
コ
ー
ス
か
ら
理
数
科
へ
の
改
編
な
ど
、

学
校
全
体
が
大
変
革
の
時
期
で
し
た
。
加

古
川
東
高
校
に
は
、
十
年
先
を
見
通
し
て

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
る
優
れ
た
能
力
が
あ

り
ま
す
。
毎
日
将
来
に
つ
い
て
議
論
し
、

鍵
と
な
る
べ
く
新
制
地
学
部
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
礎
に
、

新
し
い
種
を
蒔
く
思
い
で
、
様
々
な
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

自
然
科
学
の
本
当
の
面
白
さ
は
、
日
々

の
苦
し
い
努
力
な
し
に
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
私
の
教
育
全
般
に
共
通
す
る
考
え

で
す
。
身
近
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、「
で

き
る
理
由
を
ひ
と
つ
見
つ
け
て
努
力
し
よ

う
」
を
地
学
部
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

ー
を
重
視
し
、
学
術
研
究
を
行
う
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。
当
初
は
「
地
学
部
っ
て

何
？
」
と
暗
い
印
象
を
も
た
れ
て
い
ま
し

た
が
、
生
徒
の
不
断
の
努
力
で
、
す
ぐ
に

文
部
科
学
省
認
定
の
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
や

専
門
学
会
で
高
い
評
価
を
得
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
地
元
産
業
と
結
び
つ
い
て
特

許
を
取
得
し
、
竜
山
石
室
内
壁
塗
装
剤
の

開
発
に
も
成
功
し
ま
し
た
。
指
導
者
と
し

て
一
番
う
れ
し
い
の
は
、
生
徒
が
文
部
科

学
大
臣
賞
を
得
た
と
き
で
は
な
く
、
卒
業

時
に
「
地
学
部
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
」
と

笑
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
た
。
際
だ
つ
仮

説
演
繹
法
の
思
考
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
能
力
で
、
卒
業
後
に
は
世
界
で
活
躍

す
る
人
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
S
S
H
と

同
時
に
立
ち
上
げ
た
「
科
学
倫
理
」
の
授

業
で
の
議
論
も
、
生
徒
の
深
い
思
考
力
の

証
で
し
た
。

　

昨
年
度
、
異
動
と
と
も
に
西
脇
高
校
で

も
地
学
部
を
立
ち
上
げ
、
複
数
の
大
学
と

連
携
し
、
各
種
の
助
成
を
受
け
て
、
現
在

　「
運
命
フ
ォ
ー
！
」 

 

住
谷　

正
樹
（
高
46
回
）

　

同
じ
時
期
に

高
校
生
活
を
送

っ
て
い
た
方
以

外
ほ
と
ん
ど
が

そ
う
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、
は
じ
め
ま
し
て
兵
庫
県
立
加

古
川
東
高
等
学
校
46
回
生
レ
イ
ザ
ー
ラ
モ

ン
H
G
で
す
。
そ
れ
で
は
ま
ず
最
初
に
こ

の
文
章
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、

「
か
こ
と
ん
フ
ォ
ー
！！
」

　

卒
業
し
て
約
20
年
経
っ
た
今
、
こ
う
し

て
清
流
会
の
会
フ
ォ
ー
（
報
）
誌
に
寄
稿

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

　

思
い
返
す
と
、
高
校
生
活
で
培
っ
た
こ

と
が
今
の
芸
人
と
し
て
の
礎
と
な
っ
て
い

る
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

　

当
時
か
ら
お
笑
い
は
大
好
き
で
伝
説
の

グ
ル
ー
プ
「
吉
本
印
天
然
素
材
」（
雨
上
が

り
決
死
隊
、
F
U
J
I
W
A
R
A
、
バ
ッ

フ
ァ
ロ
ー
吾
郎
、
へ
び
い
ち
ご
、
チ
ュ
パ

チ
ャ
ッ
プ
ス
、
へ
び
い
ち
ご　

敬
称
略
）

の
大
フ
ァ
ン
で
し
た
。
深
夜
番
組
を
録
画

し
て
次
の
日
観
て
さ
ら
に
次
の
日
に
ク
ラ

ス
で
友
達
と
そ
の
話
題
で
盛
り
上
が
る
と

い
う
日
々
、
懐
か
し
い
で
す
。
そ
の
友
達

と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
初
め
て
コ
ン
ト
を
文

化
祭
で
披
露
し
た
の
も
高
校
時
代
な
の
で
、

実
質
の
デ
ビ
ュ
ー
は
こ
の
時
に
な
る
ん
で

す
か
ね
。

　

コ
ン
ビ
名
は「
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
不
健
康
」、

当
時
の
僕
な
り
の
緊
張
と
緩
和
、
い
や
な

か
な
か
ど
う
し
て
い
い
コ
ン
ビ
名
！
そ
し

て
、
ネ
タ
が
か
な
り
ウ
ケ
た
記
憶
が
あ
り
、

そ
の
時
具
体
的
に
お
笑
い
芸
人
に
な
り
た

い
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の

快
感
は
体
に
染
み
付
い
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
皆
さ
ん
ご
存
知
伝
説
の
ギ
ャ

グ
「
フ
ォ
ー
」
な
の
で
す
が
、
あ
る
日
高

校
時
代
の
写
真
を
見
返
し
て
い
て
ビ
ッ
ク

リ
！
あ
の
「
フ
ォ
ー
」
の
原
型
と
な
る
ポ

ー
ズ
を
決
め
て
写
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

な
の
で
、
芸
人
に
な
る
き
っ
か
け
も
ギ

ャ
グ
の
き
っ
か
け
も
全
て
高
校
生
活
か
ら

生
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

現
在
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
芸
だ
け
で
な

く
漫
才
の
楽
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
ネ
タ
作
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。（
だ
い
ぶ
遅
い
で
す
が
。）

　

か
こ
と
ん
魂
を
胸
に
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！！

（
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
所
属

　

レ
イ
ザ
ー
ラ
モ
ン
H
G
芸
人
）

45
名
の
部
員
で
毎
日
活
動
し
て
い
ま
す
。

科
学
教
育
類
型
の
生
徒
の
課
題
研
究
も
始

め
ま
し
た
。
当
初
「
研
究
を
し
よ
う
」
と

い
う
呼
び
か
け
に
消
極
的
だ
っ
た
生
徒
た

ち
も
、
今
で
は
早
く
調
査
に
行
こ
う
、
学

会
で
発
表
し
た
い
、
と
こ
れ
ま
で
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
ほ
ど
積
極
的
で
す
。
創
部
初

年
（
昨
年
度
）
で
、
文
部
科
学
省
認
定
大

会
や
専
門
学
会
で
全
国
上
位
入
賞
を
果
た

す
ま
で
に
急
成
長
し
ま
し
た
。

　

加
古
川
東
高
校
勤
務
時
代
に
S
S
H
校

で
の
科
学
研
究
指
導
で
野
依
科
学
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
が
、
西
脇
高
校
で
の
実
践
応

用
で
、
昨
年
度
再
び
受
賞
し
ま
し
た
。
現

在
の
私
を
育
て
て
く
れ
た
の
は
、
加
古
川

東
高
校
の
生
徒
た
ち
で
す
。
彼
ら
に
感
謝

し
な
が
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
体
力
的
に
厳
し
い

の
で
す
が
、
西
脇
の
地
に
も
科
学
的
思
考

力
と
自
己
表
現
の
種
を
蒔
き
育
て
よ
う

と
、
額
に
汗
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
県
立
西
脇
高
等
学
校
教
諭
）

野
依
科
学
奨
励
賞
授
賞
式
で

野
依
良
治
博
士
と
筆
者

西
脇
高
校
地
学
部
の
生
徒
と
筆
者

体育館大型スクリーン
　　　　　母校に寄付される

　匿名希望の会員（高３）の方から、母校の教育に役立
つものを何か寄贈したいというお話しをいただき、清流
会、学校とで協議した結果、体育館のステージ上に大型
スクリーンを設置していただきました。
　新しいスクリーンは明るく、見やすく、早速５月の文
化部発表会で活用されました。今後、講演会等の学校行
事や中学生対象の学校説明会等でも威力を発揮してくれ
ることが期待されます。 （学校長）
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第50号

北 野 泰 成
木 下 正 一
山 口 勝 英
大 西 壯 司
土 屋 光 世
大　西　淳滋郎
吉 田 実 盛
細　川　恵美子
鹿 間 　 聖
内 藤 三 恵
三 宅 隆 宏
十 倉 茂 明
泉 　 正 紀
岩 瀬 克 子
黒 田 昌 宏
谷 　 正 人
井 上 浩 義
松 下 博 昭
安 本 　 直
森 　 俊 雄

北 野 泰 成
畑 谷 一
籠 谷 紘 義
松 崎 正 俊
岡　本　久美子
大 庫 俊 介
仲 上 常 幸

（中13）
（中18）
（高15）
（高21）
（高27）
（高29）
（高32）
（高37）
（高41）
（高12）
（高14）
（高９）
（高25）
（高31）
（高37）
（高26）
（高30）
（高35）

（中13）
（高３）
（高13）
（高14）
（高17）
（高19）
（高19）

元 会 長
前 会 長
会 長
副 会 長

会 計

会計監査

書 記

校内幹事

校 長
事 務 長

総務委員

●東京支部
松井昭憲（高30回）
横浜市青葉区美しが丘3－33－4
☎045-903-0245

●奈良支部
板倉敬則（高18回）
奈良市山陵町1055－24
☎0742-46-9610

●大阪支部
山本俊輔（高25回）
加古郡稲美町岡378
☎079-492-2164

●稲美支部
福田恒夫（高10回）
加古郡稲美町国安1274－4
☎079-492-0610

●明石支部
森本真一（高21回）
明石市大久保町大久保町189－7
☎078-918-5735

●姫路支部
平田建喜（高19回）
高砂市美保里31－12
☎079-442-5938

●県庁支部
藤田隆司（高25回）
明石市大久保町ゆりのき通1－1－1
イーストスクエア3－108
☎078-934-8846

●神戸教職員支部
松井勝美（高24回）
明石市二見町西二見駅前2－152
☎078-943-4790

＜地域支部＞ ＜職域支部＞

宮 宅 勇 二
北　野　砂恵子
鈴 木 利 信
宮 本 順 子
小 林 尚 美
佐　野　さとみ
榊 真 由 美
坂 田 　 亨
小 牧 清 彦
川　﨑　万理子
藤 本 准 一
山 本 鉄 平

西 村 義 冨
菅 原 啓 文
穴 田 滋 子
福 田 恒 夫
菅 野 正 子
浅 原 重 利
岩　坂　純一郎
川 西 幹 雄
酒 見 真 一
網 谷 純 子
久 保 一 人
過 能 尚 子
下 村 浩 司
松 下 正 明
佐 野 裕 美

（高24）
（高29）
（高31）
（高31）
（高32）
（高33）
（高33）
（高35）
（高41）
（高41）
（高43）
（高45）

（高第2）
（高５）
（高７）
（高10）
（高13）
（高18）
（高20）
（高20）
（高21）
（高21）
（高22）
（高24）
（高26）
（高29）
（高30）

◎

○

○

文化委員
○

○
◎

西 川 陽 子
末 澤 正 臣
大 竹 恭 子
玉　野　ますみ
小 林 直 樹
岡　崎　美和子
阿 野 康 子

田 中 晶 子
能 田 達 三
大 西 一 彦
大 西 信 良
清 田 康 之
山 本 　 武
中 村 泰 通
藤　原　真理子
多 木 有 一
廣 田 泰 博
松 澤 昭 夫
石 堂 　 求
高 松 志 門
福 岡 照 文
梅 谷 誠 一
三 村 浩 之
坂 下 雅 一
花 栄 和 也
黒 田 昌 宏

（高30）
（高30）
（高30）
（高30）
（高33）
（高33）
（高39）

（高８）
（高12）
（高14）
（高15）
（高16）
（高17）
（高18）
（高20）
（高21）
（高21）
（高21）
（高22）
（高22）
（高23）
（高24）
（高24）
（高29）
（高31）
（高37）

○

体育委員

◎

○
○

役 員 一 覧 平成27年5月15日現在

（◎は各委員会の委員長）
（◯は副委員長）
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第50号

籠 谷 紘 義
堀　井　扶佐子
菅 野 正 子
竹 内 和 弘
松 崎 正 俊
三 宅 隆 宏
住 友 義 男
福 田 嘉 子
水 埜 安 寛
山 﨑 朝 美
山 口 勝 英
大 下 一 興
清 田 康 之
小 林 弘 子
田 中 靖 子
田 村 　 明
松 尾 勝 良
小　山　美知代
前 田 干 城
三 宅 英 璋
森 岡 史 朗
永 井 　 一
清 水 賢 二
仲 上 常 幸
藤　原　真理子
岩　坂　純一郎
北 条 雅 紀
石 堂 　 求
山 崎 敏 美
岩 本 善 典
金 川 種 弘
林 　 郁 朗
小 林 達 子
安　田　しをり
三 村 浩 之
山 本 普 子
衣 笠 仁 浩
小 林 孝 子
澤 田 敏 郎
下 村 浩 司
畠 　 房 生
本 岡 茂 範
浅 場 知 洋
上 野 　 均
網 干 美 保
井　岡　徳多郎
松 本 高 亮

（高13）
（高13）
（高13）
（高14）
（高14）
（高14）
（高15）
（高15）
（高15）
（高15）
（高15）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高17）
（高17）
（高17）
（高18）
（高19）
（高19）
（高20）
（高20）
（高21）
（高22）
（高22）
（高23）
（高23）
（高23）
（高24）
（高24）
（高24）
（高25）
（高25）
（高25）
（高25）
（高26）
（高26）
（高26）
（高27）
（高27）
（高27）
（高28）
（高28）

森 本 幸 吉
城 　 伸 幸
新 田 順 子
松 下 正 明
西 岡 拓 代
末 澤 正 臣
佐 伯 明 子
鈴 木 利 信
玉 奥 　 満
川 口 和 代
沼 田 勝 彦
劉 　 美 鈴
大 西 賞 典
岸 本 真 弓
林 　 和 也
新 濱 大 平
沢　田　裕美子
成 定 淳 子
後 藤 昌 之
水 埜 正 彦
釜 谷 泰 造
小 山 三 佳
加 古 武 史
野 上 　 稔
藤　城　奈律枝
小 嶋 志 之
黒 田 昌 宏
新 井 睦 美
長谷川　哲　也
初　瀬　富美子
田 中 勇 一
片 山 憲 一
松　井　亜希子
別 所 　 眞
三 谷 佳 裕
賴　　　洋理子
西 川 隆 博
堀 井 信 明
前 田 恵 美
米 今 智 子
澤 山 和 博
羽 沢 哲 朗
矢　能　ますみ
生 田 　 聡
今　井　甲二郎
岸 本 佳 恵
吉 井 　 妙

（高28）
（高29）
（高29）
（高29）
（高30）
（高30）
（高31）
（高31）
（高31）
（高31）
（高31）
（高32）
（高32）
（高32）
（高32）
（高33）
（高33）
（高34）
（高34）
（高34）
（高35）
（高35）
（高36）
（高36）
（高36）
（高36）
（高37）
（高37）
（高37）
（高38）
（高38）
（高38）
（高39）
（高39）
（高39）
（高40）
（高40）
（高40）
（高40）
（高41）
（高41）
（高41）
（高41）
（高42）
（高42）
（高42）
（高42）

田　中　ことみ
掛　川　佳世子
宮 本 雅 之
井 上 智 史
岡 本 賢 裕
筒 井 利 典
高 塚 香 織
田　中　かおり
原　田　かおり
北 條 俊 正
正 木 一 行
山 本 鉄 平
岸 本 敏 英
中 塚 佳 子
松 林 　 勲
大 森 達 也
吉 村 博 隆
赤 江 泰 介
待 鳥 繁 隆
本 岡 文 亜
安 田 　 薫
魚 屋 由 美
藤 原 　 良
妙　中　いつか
北 江 直 樹
家 氏 純 子
森 本 龍 介
河 田 直 子
澁 谷 恒 一
長 澤 達 朗
原 　 敏 生
小阪田　泰　子
荻 野 心 平
柏 井 康 彦
青 森 郁 子
川 田 直 寛
中 山 智 裕
堰 本 　 愛
大 江 美 穂
桑 野 　 浩
西 田 　 寛
砂 川 祐 子
中 原 初 実
井 上 祐 輔
大　内　あゆみ
庄 司 博 美
八 木 勇 磨

（高43）
（高43）
（高43）
（高44）
（高44）
（高44）
（高45）
（高45）
（高45）
（高45）
（高45）
（高45）
（高46）
（高46）
（高46）
（高47）
（高47）
（高48）
（高48）
（高48）
（高49）
（高49）
（高49）
（高50）
（高50）
（高50）
（高50）
（高51）
（高51）
（高51）
（高51）
（高52）
（高52）
（高52）
（高52）
（高53）
（高53）
（高53）
（高54）
（高54）
（高54）
（高55）
（高55）
（高55）
（高56）
（高56）
（高56）

小 村 修 次
糟 谷 一 郎
井 澤 一 勝
北 野 泰 成
岩 本 泰 三
武 田 秀 男
長谷川　和　夫
神 吉 　 稔
高 倉 幸 七
粕 谷 　 衛
釜 江 　 侃
金 川 俊 成
永 井 万 介
釜 谷 研 造
畑 谷 一
長 田 和 久
藤 田 　 勇
田 中 愛 子
鷺 澤 素 子
内 山 慶 人
渋　谷　春之輔
菅 原 啓 文
石 原 謙 一
坂 田 雅 文
西 海 郁 雄
西 谷 　 正
立 花 幸 子
藤 原 義 昭
穴 田 滋 子
前 田 　 正
吉 田 洋 子
礒 野 　 達
十 倉 茂 明
上 田 佳 子
内　藤　美栄子
大 辻 利 弘
神 吉 賢 一
長谷川　好　一
福 田 恒 夫
内 田 明 美
後　藤　太原麿
土　師　さかゑ
原 　 雅 子
山 口 久 子
阿 江 縫 子
長谷川　　　募
松 田 欣 治

（中５）
（中８）
（中13）
（中13）
（中14）
（中14）
（中17）
（中18）
（中18）
（中19・20）
（中19・20）
（高１）
（高２）
（高第2）
（高３）
（高第3）
（高４）
（高４）
（高５）
（高５）
（高５）
（高５）
（高６）
（高６）
（高６）
（高６）
（高７）
（高７）
（高７）
（高８）
（高８）
（高９）
（高９）
（高９）
（高９）
（高10）
（高10）
（高10）
（高10）
（高11）
（高11）
（高11）
（高11）
（高12）
（高12）
（高12）
（高12）

田 中 章 浩
東 　 達 也
大 滝 　 掬
前 田 瑠 依
藤 村 泰 仁
平 郡 陽 子
馬 谷 昌 代
稲 岡 孝 介
大 西 賞 尚
籠 谷 真 奈
島 津 高 英
城　　　麻衣子
井　上　紗和子
尾 上 　 馨
松 尾 弘 毅
山　本　明日美
木 村 拓 也
高 橋 亜 希
豊 田 成 隆
原 　 佳 織
杉 田 耕 介
穐 山 隼 也
三木原　良　輔
來 住 翔 太
蓬 莱 翔 吾
西 田 早 織
新 田 　 薫
菅 藤 理 也
松 本 悠 希
佐 伯 直 澄
野 田 　 葵
永 井 翔 龍
正　川　みのり
見 塚 圭 一
米 田 奈 生
千 歳 吾 朗
伊 賀 優 花
木 村 雄 亮
津 村 海 謡
池　野　和之介
中 村 遥 佳
三 好 菜 月
坂 本 晴 輝

（高56）
（高57）
（高57）
（高57）
（高58）
（高58）
（高58）
（高58）
（高59）
（高59）
（高59）
（高59）
（高60）
（高60）
（高60）
（高60）
（高61）
（高61）
（高61）
（高61）
（高62）
（高62）
（高62）
（高62）
（高63）
（高63）
（高63）
（高64）
（高64）
（高64）
（高64）
（高65）
（高65）
（高65）
（高65）
（高66）
（高66）
（高66）
（高66）
（高67）
（高67）
（高67）
（高67）

年次幹事一覧
平成27年5月15日現在
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2
0
1
5
年
度
入
試
概
況

　

今
年
度
の
セ
ン
タ
ー
試
験
は
1
月
17
・

18
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
全
国
690
の
試

験
会
場
で
実
施
さ
れ
た
。
数
学
と
理
科
で

は
新
課
程
科
目
に
加
え
て
、
既
卒
生
用
に

旧
課
程
科
目
が
出
題
さ
れ
た
ほ
か
、
理
科

で
は
科
目
変
更
に
伴
う
実
施
方
法
の
変
更

が
あ
っ
た
。
試
験
の
実
施
は
複
雑
化
し
た

も
の
の
、
全
国
的
に
は
大
き
な
混
乱
も
な

く
終
了
し
た
。

　

志
願
者
数
は
55
万
9132
人（
前
年
比
99.7
%
）、

受
験
者
数
は
53
万
537
人
（
前
年
比
99.7
%
）

と
い
ず
れ
も
前
年
か
ら
大
き
な
変
化
は
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

が
発
表
し
た
志
願
者
数
の
現
卒
別
の
内
訳

を
み
る
と
、
現
役
生
が
18
歳
人
口
の
増
加

に
伴
い
、
昨
年
か
ら
約
1
万
2
千
人
増
加

（
前
年
比
102
．
7
%
）
し
た
一
方
、
既
卒

生
は
約
1
万
3
千
人
減
少
（
前
年
比
88.2
%
）

し
た
。
既
卒
生
の
減
少
は
今
春
入
試
の
ト

ピ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

国
公
立
難
関
10
大
学
の
志
願
状
況
は
、

前
期
日
程
は
736
人
減
（
前
年
比
99
%
）
と

な
っ
た
。
志
願
者
の
減
少
率
は
、「
そ
の
他

大
」
の
方
が
高
く
、
こ
れ
ら
難
関
大
を
敬

遠
し
た
様
子
は
う
か
が
え
な
か
っ
た
。
大

学
別
に
見
る
と
、
東
京
大
が
前
年
並
み
の

志
願
者
数
を
維
持
し
た
一
方
、
近
年
高
い

人
気
を
示
し
て
い
た
京
都
大
で
や
や
減
少

率
が
高
く
な
っ
た
。
志
願
者
の
増
加
率
が

高
か
っ
た
の
が
、
名
古
屋
大
と
大
阪
大
で

あ
る
。
名
古
屋
大
は
工
学
部
が
志
願
者
15

%
増
と
高
い
人
気
を
示
し
た
。
こ
こ
数
年

志
願
者
が
減
少
し
て
い
た
反
動
に
加
え
、

同
大
関
係
者
が
昨
秋
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
も
人
気
上
昇
を
後
押
し
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

次
に
本
校
の
合
格
状
況
を
み
る
と
、
東

京
大
1
人
（
現
役
0
人
）、京
都
大
17
人（
〃

14
人
）、大
阪
26
人
（
〃
24
人
）、神
戸
24
人

（
〃
22
人
）
な
ど
、
難
関
大
へ
の
合
格
者

を
出
し
た
。
前
期
試
験
で
不
調
だ
っ
た
現

役
生
徒
の
中
で
、
後
期
試
験
ま
で
粘
っ
て

合
格
し
た
生
徒
が
多
く
い
た
。
ま
た
難
関

で
あ
る
医
学
部
医
学
科
で
は
、
現
役
で
2

人
（
神
戸
、
大
阪
市
立
大
）
が
合
格
し
た
。

　

私
立
大
学
の
一
般
入
試
の
志
願
者
数
は

全
体
で
前
年
比
101
%
と
わ
ず
か
に
増
加
し

た
。
国
公
立
大
で
は
2
%
ほ
ど
志
願
者
が

減
少
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

今
春
は
新
課
程
初
年
度
入
試
で
あ
っ
た
が
、

セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
理
科
で
科
目
負
担
を

感
じ
る
変
更
が
行
わ
れ
た
。
主
に
文
系
生

が
受
験
す
る
理
科
①
で
は「
物
理
」「
化
学
」

「
生
物
」「
地
学
」
か
ら
2
分

野
の
受
験
が
必
要
と
な
り
、

理
系
生
の
多
く
が
受
験
す
る

理
科
②
で
は
昨
年
ま
で
の
理

科
Ⅰ
に
比
べ
出
題
範
囲
が
広

が
っ
た
。
こ
う
し
た
変
更
か

ら
セ
ン
タ
ー
試
験
が
必
須
で

あ
る
国
公
立
大
を
敬
遠
し
て

私
立
大
を
手
が
た
く
受
験
す

る
と
い
っ
た
動
き
が
生
じ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

今
春
入
試
も
一
度
の
試
験
で

複
数
学
部
・
学
科
へ
の
出
願

を
認
め
る
、
同
時
に
複
数
方

式
に
出
願
す
る
と
受
験
料
を

割
引
く
と
い
っ
た
一
人
あ
た

り
の
出
願
校
数
を
増
や
す
仕

組
み
を
導
入
す
る
大
学
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
も
、
私
立
大
の
総
志
願
者
数
増
加
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
入
試
方
式
別
に
み
る

と
、
一
般
方
式
で
前
年
比
102
%
、
セ
ン
タ

ー
方
式
で
同
99
%
と
セ
ン
タ
ー
方
式
で
わ

ず
か
な
が
ら
減
少
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

方
式
志
願
者
が
減
少
す
る
の
は
こ
こ
10
年

で
初
め
て
で
あ
る
。

　

本
校
で
受
験
者
数
の
多
い
「
関
関
同
立
」

に
お
け
る
合
格
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
同

志
社
41
人
（
現
役
25
人
）、立
命
館
70
人（
〃

46
人
）
、
関
学
136
人
（
〃
110
人
）、関
大
61

人
（
〃
48
人
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
関
東
の

大
学
で
は
、
慶
応
大
2
人
（
〃
0
人
）、早

稲
田
大
4
人
（
〃
3
人
）
で
あ
っ
た
。
詳

し
く
は
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 67回生　進路状況
進　学

予備
校等 計４年制大学 準大

学 短大 専門
学校国立 公立 私立

男  89 26 20 1 1 48 185
女  64 29 49 2 30 174
総計 153 55 69 1 0 3 78 359

最近卒業生大学合格状況（延べ人数）
平成27年３月 平成26年３月 平成25年３月 平成24年３月
67回生 過年度 66回生 過年度 65回生 過年度 64回生 過年度
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

国立四年制大学 92 66 27 6 65 57 46 21 52 43 38 9 71 51 34 16
公立四年制大学 32 29 13 3 23 33 8 7 18 25 6 5 23 23 8 5
私立四年制大学 124 281 90 48 110 261 187 99 70 213 112 45 116 251 97 63
私立短期大学 0 5 0 0 0 1 0 0 0 4 0 0 0 1 0 0
準大学 1 0 4 0 2 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0

計 249 381 134 57 200 353 241 127 140 285 156 59 211 326 140 84
630 191 553 368 425 215 537 224

■

26
年
度
　
部
活
動
の
活
躍

　

文
化
部
も
運
動
部
も
、
文
武
両
道
を
標

榜
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
部
か
ら
。

○　

7
月
27
日
、
28
日
に
茨
城
で
開
催
さ

れ
た
第
38
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

将
棋
部
門
個
人
戦
に
鍋
谷
太
朗
君
が
出
場

し
ま
し
た
。
小
1
か
ら
将
棋
を
始
め
た
鍋

谷
君
は
、
現
在
加
古
川

将
棋
ク
ラ
ブ
に
も
所
属

し
、
日
々
腕
を
磨
い
て

い
ま
す
。
高
1
で
の
全

国
大
会
出
場
へ
の
快
挙
。

　

目
標
は
「
ま
ず
一
勝
」

で
し
た
が
、
全
国
か
ら
100
名
以
上
の
選
手

が
出
場
す
る
中
、
予
選
リ
ー
グ
を
全
勝
で

通
過
、
本
戦
へ
と
出
場
し
、
全
国
ベ
ス
ト

16
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

○　

放
送
部
は
、
7
月
21
日
〜
24
日
に
東

京
で
行
わ
れ
た
、
第
61
回
N
H
K
杯
全
国

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
の
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
部
門
（
制
作
代
表   

奥
田
木
の
実
さ
ん
）

に
出
場
し
ま
し
た
。
少
数
精
鋭
な
が
ら
も

各
種
学
校
行
事
で
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
・
放
送

設
備
の
設
営
等
、
大
活
躍
中
の
放
送
部
。

O
B
よ
り
部
員
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
作
製
や

コ
ー
チ
を
し
て
も
ら
い
大
会
に
向
け
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
準
決
勝
に
進

出
し
制
作
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

○　

11
月
8
日
、
第
34
回
近
畿
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
福
井
大
会
の
書
道
部
門
に
、

岩
城
香
菜
子
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

○　

地
学
部
は
、
昨
年
度
も
各
種
の
学
会

等
に
参
加
し
、
数
々
の
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。

　

日
本
地
球
惑
星
科
学
連
合　

奨
励
賞
・

努
力
賞
／
日
本
地
質
学
会　

ポ
ス
タ
ー
発

表
奨
励
賞
／
日
本
物
理
学
会　

ポ
ス
タ
ー

発
表
奨
励
賞　

な
ど
。

　

こ
の
他
に
も
、「
水
垢
の　
”謎
“
高
校
生

が
解
明　

加
古
川
東
高
校
地
学
部
が
実
証
」

の
見
出
し
で
、
神
戸
新
聞
に
研
究
の
経
過

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
流
し
台
や
浴
槽
な

ど
に
で
き
る
水
垢
に
水
が
た
ま
り
や
す
く

な
る
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
突
き
止
め
よ

う
と
い
う
も
の
。
部
員
達
は
北
海
道
へ
の

修
学
旅
行
か
ら
帰
着
し
た
翌
日
に
、
実
験

の
た
め
、
再
度
北
海
道
に
出
か
け
る
と
い

う
強
行
日
程
を
こ
な
し
、
無
事
検
証
を
終

え
ま
し
た
。
こ
の
研
究
の
成
果
は
、
実
験

班
長
の
阿
江
俊
明
君
に
よ
る
と
、
宇
宙
空

間
で
の
生
活
改
善
に
応
用
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
一
貫

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
竜
山
石
の
研
究
に

つ
い
て
も
、
従
来
、
廃
棄
物
で
あ
っ
た
竜

山
石
の
粉
末
を
室
内
塗
装
剤
と
し
て
商
品

化
す
る
道
を
開
い
た
と
神
戸
新
聞
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
運
動
部

○　

6
月
21
・
22
日
、
南
あ
わ
じ
市
で
開

催
さ
れ
た
、
第
17
回
兵
庫
県
ビ
ー
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
で
、
立

宅
三
和
・
大
林
李
佳
ペ
ア
が
7
位
入
賞
を

果
た
し
、
近
畿
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

○　

陸
上
競
技
部
は
昨
年
度
も
健
闘
。
6

月
19
〜
22
日
に
京
都
西
京
極
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
た
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
、

4
×
400
m
R
で
8
位
入
賞
。
ま
た
、
9
月

19
〜
21
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
、
近
畿

高
校
ユ
ー
ス
選
手
権
大
会
で
は
、
男
子
110

m
H　

5
位
・
男
子
100
m　

6
位
・
男
子

走
高
跳　

4
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

○　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
は
、
7
月
21

日
、
奈
良
県
橿
原
公
苑
明
日
香
庭
球
場
で

行
わ
れ
た
、
近
畿
大
会
団
体
戦
に
出
場
し

ま
し
た
。

母
校
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
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部
活
動
と
し
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ト
ピ
ッ
ク
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

○　

4
月
24
日
㈭　

台
湾
よ
り
国
立
台
中

第
一
高
級
中
学
校
・
国
立
台
中
女
子
高
級

中
学
校
の
生
徒
が
来
校
し
ま
し
た
。
短
い

時
間
で
し
た
が
、
お
互
い
の
学
校
紹
介
・

授
業
見
学
・
部
活
動
体
験
（
書
道
部
・
邦

楽
部
・
茶
道
部
・
柔
道
部
・
剣
道
部
）
と

多
種
多
様
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま

し
た
。

○　

4
月
28
日
〜
5
月
2
日
、
横
浜
市
の

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
、
日
本
地
球
惑
星
科

学
連
合
2014
年
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
29

日
の
午
後
、
高
校
生
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発

表
が
行
わ
れ
、
本
校
生
が
「
都
市
中
心
部

に
お
け
る

A
E
D
の

空
間
配
置
」

を
発
表
し

ま
し
た
。

　

こ
の
発

表
に
つ
い

て
、『
月
刊

地
理
6
月

号
』の「
地

理
ち
り
ブ

ロ
グ
」
の

コ
ー
ナ
ー

で
取
り
上

げ
ら
れ
ま

し
た
。

○　

8
月
23
日
、「
第
24
回
県
学
生
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
本
選
が
行
わ
れ
、
別
所

亮
真
君
が
、
高
校
生
部
門
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
10
月

の
「
創
立
90
周
年
記
念
式
典
」
で
ピ
ア
ノ

伴
奏
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
腕
前
を
披
露

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
普
段
は
吹
奏
楽
部

に
所
属
し
、
サ
ッ
ク
ス
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

1.学校内での活動
（ア）部活動において優秀な成績を収めた者（計　36名）
①運動部：県大会3位以上の個人またはチーム（エントリー人数分）

陸上競技部（6名）
組 氏　名 顕　彰　内　容

3－8 髙栁　俊隆 第7回日本ユース陸上競技選手権大会
　男子　800m優勝

3－7 坂本　晴輝 第45回近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
　1年男子400m優勝

3－7 徳永　　淳 第65回兵庫高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
　男子4×400mR　優勝

3－8 小山　一志 第65回兵庫高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
　男子4×400mR　優勝

3－8 吉川　明希 第65回兵庫高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
　2年女子　100m　第2位

3－9 井谷　　寛 第67回兵庫県高等学校陸上競技対校選手権大会
　男子　棒高跳　第3位

②文化部：運動部に準ずる
地学部（14名）
組 氏　名 顕　彰　内　容

3－1 五百井悠一郎

・第76回日本植物学会高校生部門　優秀賞
・2012年日本地質学会小・中・高校生部門
　優秀賞
・日本物理学会第9回Jr.セッション　奨励賞
・第8回日本環境化学会高校生部門　優秀賞
・筑波大学「科学の芽」　奨励賞
・神奈川大学全国高校生科学論文　努力賞
・Jr.農芸化学会　銀賞
・2013年岡山大学大学院研究発表会
　ポスター部門優秀賞

3－1 石田　　薫

3－1 戎　　秀梧

3－1 川勝　太郎

3－1 長谷川真緒

3－1 平岩　尚樹

3－1 藤原　　奨

3－1 増井　　瑞

3－1 若園　怜子

3－2 北野　彩華

3－4 増田　崇利

3－8 荒谷　優太

3－8 廣瀬　友佳

3－9 大坪　榛名

3－1 松本　慎一

理数科課題研究（5名）
組 氏　名 顕　彰　内　容

3－1 梶原　智明
・第9回日本環境化学会高校生部門　優秀賞
・神奈川大学全国高校生科学論文　努力賞
・2014年岡山大学大学院研究発表会
　口頭発表部門最優秀賞

3－1 塩平　真士

3－1 堀　　洋平

3－1 松本　　葵

3－1 松本　慎一

書道部（2名）
組 氏　名 顕　彰　内　容

3－1 長谷川萌慧 全国高校総合文化祭　出品

3－5 岩城香菜子 近畿高校総合文化祭　推薦賞

演劇部（8名）
組 氏　名 顕　彰　内　容

3－1 井黒香奈子

県高校総合文化祭　演劇部門発表会　
優秀賞

3－1 田口真理子

3－1 山本　沙紀

3－4 水杉　　歩

3－5 三上　滉史

3－8 若田　直樹

3－9 荒田　樹李

3－9 猿渡　未菜

2．学校外での活動
（オ）その他（計　1名）
書道部
組 氏　名 顕　彰　内　容

3－1 石田　　薫 第7回「青春のエッセー阿部次郎記念賞」
課題作品の部最優秀賞

計　36名。
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